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原著
愛媛県総合科学博物館に保管されている高橋幸雄氏のクモ図譜
鶴崎展巨・ ・小林真吾"
Yoshio TaJαhashi・sLUUSlraled Catalo忠leo[ Spiders Deposiled in Ehime Pre[ectural Science Museum. 
TSURUSAKJ Nobuo and KOBAYASHJ Shingo 
Abstl'8Ct : Yoshio Takahashi (1901-1977) is a naturalist who lived in Matsuyama Cily， Shikoku， Japan， and 、，vrote-A 
provisiona11ist of5piders from Ehime J>refecture， Nippon" (Acta Arachno10gica， Yo1. 4， pp. 146-152) in1939. A series 
of co10md ilustrations of spiders that c.onsist of a tota1 of 231 p1ates which were mounted on mat boards and bund1ed 
il10 seven selS of binders ¥Vere foul1d among lhe∞lections re1egaled from Eh:ime PrefeClura1 Museum， Malsuyama， 
10 Ehime Prefectural Science Museum噌 Niihama，due 10 consolidation of lheれvomuseums in2α沿 Onlhe basis of 
the ilustrations and shol1 descriptions made direct1y on those figured plates， we ident泊eda tota1 of 127 species of 
spiders (Arachnida: Aral1eae) and 3 species of harveslmen (Arachl1ida: Opiliones) 10 sp巴cies.Of lhese， Ordgarills 
hobsoni (0. P.-Cambridge， 1877) (Araneidae) and Meolipa vesiculosa (Simon， 1894) (111eridiidae) are the spiders that 
¥ve陀 collectedby Yoshio Takahashi and ¥Vere reported from Japan for the first ~ime by K戸lkichiKishida in 1933 and 
Toshio Uyemura in 1939， respectively. "Micaria lakahashii Kishida" nom. nud.， ¥Vhich ¥Vas a name given by Kishida 
but ¥Vhose describtion had never been pub1ished， ¥Vas safely identified as Phrurolillu日pel1nalll$Yaginuma， 1969 
(Corinnidae)ーWepresent a ful list of those species taxonomically arranged with thcir iIustrations made by Yoshio 
丁目kahashi.A briefbiography of Mr. Yoshio Takahashi isa150 presented 
キーワード クモ自.ザトウムシ自.愛媛県.高橋幸雄氏.動物相.研究史
Keywo.'ds:八.raneac，Opi1ones， Ehime Prefec附 e，Yoshio Takahashi， fawla， biography 
高橋幸雄氏 0901-1967)は1930年代に愛媛県松山市福
角町 (ふくずみちょう:1940年7月までは温泉郡堀江村)
に在住し，1愛媛県産蜘妹目録J(高橋， 1939)の著作があ
るクモの研究家であるー松山市にあった愛媛県立博物館
は2∞9年3月に閉館し，新居浜市の愛媛県総合科学博物館
に統合されたが，その際に移管された資料類の中に，手書
きで彩色されたクモの図譜7冊が見つかった植物標本
用の台紙に，図版と様本の採集日時 ・場所，特徴などを記
したA5サイズの紙が貼付されたもので，各冊の図版数は
101う、ら50枚までばらつくが総計231枚である 各師表紙
にY.Takahashiの署名があること，表紙に「蜘妹類温
泉郡掘江村 高僑幸雄」と舎かれたガリ版刷りの冊子(縦
瞥き.表紙をのぞいて5ページ内容はクモの種の和名の
一覧)があること，採集地に 「織江」ゃ「福角」が多く
含まれること，などから，これらが高橋氏の手によるもの
であることが確実である.残念ながら 「愛媛県産蜘除目
録」は採集地などの情報を含まない種名のみのリストで
あったため，松山市のレッドデータブック発行に合わせ
て出版された「松山市野生動椴物目録」に掲載のクモの
リス ト (鶴崎，2.o02b)にはそのデータを活用できなかっ
た (鶴崎，2∞2a)ーしたがって，採集地や白付 (残念なが
ら年が不詳のものが多い)が記さ札た本資料の意義は高
いー図に添えられた種名には現在は使用されていない
ものも多いが，図や採集地などを参考に再同定したとこ
ろ，種ーまで判定できたものはクモ127種.ザトウムシ3穫で
あった
本稿では，緩まで同定できた会穫の図をそれらに記さ
れた採集データとともに掲載し，いくつかの重要種につ
いて解説する まーた，本稿を準備中，高橋幸雄氏のご家族
が現在も松山市福角町におられることが判明し，ご子息
より同氏の略a.:などの情報をいただいたので，それにつ
いてもふれるー
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図譜の概要
高僑幸雄氏のクモ図諮
高橋幸雄氏が「愛媛県産蜘妹目録」のまえがきに舎い
ているように，同氏は1932年頃から1939&手頃まで松山市
福角町付近でクモを採集し，はじめは，当時，日本のクモ
の研究において指導的地位にあった岸回久吉氏(1888-
1968)に，のちには東亜蜘妹学会 (現在，日本蜘妹学会)
の機関誌である rACla AraclmologicaJの編集を担当して
いた植村利夫氏 (ωω-1988)に種名同定で指導を仰いだ
ようである 当時は，日本語で密かれたクモの同定の参
考舎としては，北隆館発行の日本動物図鑑(岸田， 1927) 
と湯原消次著「蜘妹の研究J(湯原，1931)くらいしかなく，
専門家に標本を送って同定を乞うことがクモの種名を知
るうえで重要な手段であったこの図譜を構成する各図
の多くは，おそらく高橋氏が，標本を専門家に送る前に手
元の控えとして彩色面と して描いたもので，それらをま
とめて出版するといった意図はとく にはなかったものと
推察される.その理由として，ジョロウグモやナガコガ
ネグモなど，特徴のはっきりした最普通種が1枚も儲かれ
ていないことが挙げられる
各図はA5判のケント紙をたてに用いて，実物の2-3
倍大でクモの歩脚を含む全形背面図を捕いている一輪車1
は鉛筆描きで，これに水彩絵の具で非常に細い筆を用い
て彩色しである.図には非彩色だが眼域の図，また，側面
観に特徴のある種については側面の輪郭図が添えられて
いることがある.眼減図はクモの頭胸部背面前方に通常
8個ある(一部の分類群では6個)単眼の配置を示すもの
で，おもに科レベル (場合によっては属や種レベル)の同
定に役立ち，クモの図鑑類ではよく術かれるものであるー
一部，図のかわりに網や卵嚢のモノクロ写真が貼り付け
られたものもある.
このA5判ケント紙は，それぞれさらにたて31.3cmX 
よこ23cm (A4よりわずかに大きい)の植物標本台紙に
貼られている.これらは植物標本用の厚紙表紙 (烏津製
作所標本部製品)で7冊に分けて束ねられている (図1)
うち6冊には表紙によ斜 (sllprafamily= superfamily)と科
(faJl1ily)の名称、を記したラベルが張られていたただし，
表紙ラベルと中に含まれる図には，おそらく次の複数の
理由の一つまたは複合により，かなり不一致があった
1) 1930年代当時からの分類群の扱いの変更，2)同定ミ
ス，3)高橋家に保管中，または，愛媛県立博物館で保管中
に起きたかもしれない図の移動 (図は綴じられてはいな
いので.注意していないとこれは谷易に起こりうる).し
たがって，各冊には分類群によってある程度まとまりが
あるものの，中身はかなり入り乱れているー
これら7冊(整E慢のために使官的にA-Gの記号を拘l
り当てた)までの7fl)-の表紙に添えているタイ トルと枚
数，実際の内訳は次のとおりである.
A: Sllprafam. Argiopoideaコガネグモ/Fall. Pisauridae 
キシダグモ /Farn. Lycosidaeドクグモ /Fam. Oryopidae 
(sic!正しくはOxyopidaeササグモ /Fam. Agerenidae (sic! 
正しくはAgelenidae)タナグモ/Suprafam. Clubionoideaフ
クログモ /Fam. Thomisidaeカニグモ /37枚 (と舎かれて
いるが36枚しか見つからず)
[備考]ほlま新妹亜日完{全域類の二爪類と三爪類のコ
モリグモ上科で構成され，内訳は多い順にコモリグモ科
6枚，フクログモ科5枚，キシダグモ科4枚，エピグモ科4枚，
カニグモ科4枚，ネコグモ科3枚，などである
B: Sllprafam. Clubionoidea フクロ グモ/FaIl1. 
Hetelopodi伽e(sic!正しくはHeteropodidae)(= Sparassdae 
(sic!正しくはSparassidae)アシダカグモ /Fam. Ctenidae 
シボグモ /Fam. Drassidaeワシグモ 11枚(と容かれて
いるが13枚あり)ー
[備考]二爪類のフクログモ上科とワシグモ上科が主
体で，アシダカグモ科3枚，ワシグモ科3枚，シポグモ科l
枚，ヒメグモ科1枚，ネコグモ科l枚，キシダグモ科l枚，の
他，ザ トウムシ131文が含まれるー
C: Suprafam. Argiopoidca コガネグモ/Fam. Th町idiidae
ヒメグモ/FaJll. Linyphiidaeサラグモ/f;拙.Mimetidaeセ
ンショウグモ /FaIl1. Pbolcidaeユウレイグモ/Uroctidaeヒ
ラタグモ 26枚
[備考]新妹亜目完性域類コガネグモ上科が主体で，ヒ
メグモ科11枚，サラグモ科9枚，コガネグモ科3枚，ユウレ
イグモ科2枚，ハエトリグモ科I枚.
0・Slprafam.Dipluroideaジヨウゴグモ /Fam. Atypidae 
ジグモ /Slprafam. Dysderoideaイノシシグモ /Fall1. 
Dysderidaeイノシシグモ /Fam. Dictynidaeハグモ /Fall1. 
Uloboridaeウズグモ/Suprafam. Argiopoideaコガネグモ /
Fam. Scytodidaeヤマシログモ/枚数表示なし(17枚)
[備考]カニグモ科4枚，エピグモ科幼女，ウズグモ科3枚'l(
ハグモ科Z吹ハエトリグモ科2枚，ジグモ科l枚，イトグモ
科l枚，エンマグモ科l枚，ヒメグモ科l枚!
E: Suprafam. AJgiopo出 a/ Fam. Argiop出 e/ 47枚 (実際
には48枚あり)
[備考]円網グモ類 (コガネグモ上科+メダマグモ上科
ウズグモ科)のみで構成されている.内訳はコガネグモ
科29枚，アシナガグモ科9枚.ヒメグモ科6枚，サラグモ科2
枚 (以上，コガネグモ上科)，ウズグモ科2枚.
F: Suprafam. CllUbionionoidca / Fal1. Salticidae (= Attidae) 
/47枚，
[備考]ほとんどが二爪類ハエトリグモ科42枚，ツチ
?
? ?
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2ヒシガタヒメグモ(ヒメグモ科)(~13A/ E40) 
本種MeOli)フa¥1，的 c1I/osa(Simon， 1894)は， 1937年8月に
氏が堀江村で採集し，植村利夫氏が同定 ・日本新記録と
して報告した (植村， 1939)国外ではフィリピン，ベトナ
ム，中国南部などで知られる南方系程で，日本ではこれま
でに愛知県以西の16県(沖縄県では来記録)で記録され
ているが採取例は少ない
図譜中にヒシガタヒメグモと表示された図は2枚あっ
たが，2枚のうち 「珍品MeOlipav，ωiculosa E. Simonヒシ
ガタヒメグモ (ヒメグモ科)， 1938年7月10日福角山に採
取」とメモ書きされているl枚 (Cll，図llJ)に描かれて
いるクモはヤハズハエトリの維であった.植村氏の返信
から同定結果を図に記すときに図の取り違えがおきたも
のと推察される.もうl枚 (ClO，図5E)は雄で，採集日と場
所は f1939年8月25日福角LlIJとなっており，植村 (1939)
とは採集年がl年ずれているまた，植村(1939)には報告
個体の性別が記述されていないが記述からは雌であった
と判断されるので，これも植村が報告したものとは別個
資料には愛媛県のクモの研究史において興味深い穫が 体である図譜中に「仏，yplilasp. .Lピスグモ 9月2日福
いろいろと含まれていた.それらの中で，とくに興味深い 角山林中にて捕る」と表示されているが，本種の雌と同
もの数種について紹介するなお， iG04J ， iE40Jなどの 定できる図がl枚あった (E40)それが図3Aである e 残念
記号は，アルファペットがその図が含まれているよ記7分 ながら採集年が表示されていないが，日付が9月なのでこ
冊のファイ Jレの記号を，数字は先頭から数えた順番を指 れも植村 (1939)で報告された維とは別個体のようであ
す (例:G04は，ファイルGの4枚目) る.したがって，高橋氏は少なくとも本穫を3個体 (2♀
1o')採集したと考えられる残念ながら，愛媛県ではこ
lマメイタイセキグモ(コガネグモ科)(図2/G04) れ以後に採集記録がない (鶴崎ら， 2011) 
本稜，OrdgarilS hobsoli (0. P.・臼mbridge，187η は，高
橋氏が1932年8月28日に松山市高縄山で採集し，岸田 3ナカムラハエトリグモ (ハエトリグモ科)(図3B/ 
(1933)が日本新記録として報告したクモであるこの F28) 
報告は，愛媛県のクモが登場する報文としてはイヨグモ 和名も学名のRalwhoalIakaJ/lurai Kishida (nom. nud.)も，
(イヨグモ科)を紹介した岸田 (1914)に次いで2番目の 新潟県在住のクモ研究家であった中村正雄氏に悶むと思
ものであった(鶴崎，2∞3)本越の図 (G04)には 「♀亜 われるこのクモは湯原 (1931)に も掲載されているが，
成体rOrdgarius sao$吋 11$Kishidaマメイタイセキグモ 8 岸田が名称を与えたが原記載が公表されなかった無効学
月28日高縄山7合目で採集キブシ (マメプシ)の薬の裏 名である.新海 -谷川 (2∞4)はこの名称を不明穫として
医1.高僑幸雄氏クモ図諮図は植物線本周の厚紙袋紙 (島i掌製
作所標本部製品)で7舶に分けて*ねられている中央の小さい
白ラベル(左上から右下に向かつてA-Gの記号をふった)は
整理のために今回臨時に添付した着脱可能なラベル
Fig. 1. Yoshio Takahasbi. s iluslralcd calalogue of spidcrs. Figurc 
plales are bundled inlo 7 selS ofb;nders 
フクログモ科2枚，カニグモ科l枚 (以上は二爪類)， チリ
グモ科l枚，センショウグモ科l枚
G:不明147枚 (44枚，最後に添付の図なしの台紙3枚を
入れると47枚)• 
[備考]コガネグモ科13種，ハエトリグモ科9枚，ヒメグ
モ科6枚，ヤマシログモ科2枚，ユウレイグモ科l枚，セン
ショウグモ科l枚，ウズグモ科l枚，カラカラグモ科l枚，サ
ラグモ科2枚，コモリグモ科2枚，タナグモ科l枚，ガケジグ
モ科2枚，ツチフクログモ科l枚，フクログモ科l枚，ワシグ
モ科l枚
研究史において興味がもたれる種
に脚をかくしてしずかにしていた (中略)岸田先生が印
度とセイロンの産であるを懲生の発見になりしものと」
というメモがある.このメモから，高橋氏は岸田久吉氏に
線本を送る前にこの図を搭き，岸田氏の返信を受けてか
ら図に種名とその内容を記述したものと恩われる e また
岸田氏は本種をはじめインド~セイロン産の種とは別種
と考え，考えた種名(稜小名saO$1I$/($の意味は不明)を高
橋氏に伝えたが，それを報文とする段階ではインド~セ
イロン産と同種と結論し，Ordgariu$ hobsoniとして報告
したようである
本種は採集例の少ないクモであるが，これまでに附東
地方以西の19県で記録されており (新海ら， 2010)，愛媛
県でもこれ以外の観察例がある.
??
高僑幸雄氏のクモ図諮
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図2.図識の図のH列・日本圏内で最初に見つかったマメイタイセキグモ A各図liA5't1Jのケント紙に鉛鍛で錨かれ，さらに継物標本
台紙に鮎・られている白彩色は水彩絵の具で非常に細い懲で施されている.B.左のA5!1'Jケント紙部分の拡大.
Fig. 2. An cxamplc of白gureplalcs lhal depicls Ordgarils hobsoni (Araneidae). A: Each白guredepicled wilh lead pencil and colored wilh 
walercolors on a Kenl paper of A5 size is mounled 00 m31 board of 31.3 cm loog， 23 cm widc. B: Close-up of lhe A5 KCnl paper. 
いるが，八木沼(1975)は湯原(1931)の線画からこれが
今日のデーニッツハエ トリPle.¥:・ippoidesdoenilzi (Karsch， 
1879)に相当と判断している高橋氏によるこの彩色図
(F28)はデーニッツハエトリの特徴をよくとらえてお
り，ナカムラハエ トリ グモがやはりデーニッツハエトリ
に相当していたことをよく裏づけている
中村氏の名前を冠したクモには他にナカムラオニグモ
Larinioides COrnllls (Cle閃k1757)，ナカムラドクグモ [現
在イソコモリグモ Lycosaishikariana ($. $aito 1934))が
ある.属名(無効)は楽翁(中村氏は楽之掌と自称した)
の主主昧だったと推測される
4.オハグロシボグモ (シボグモ科)(図3CI B01) 
この和名は，八木沼 (1988)が紹介した岸田氏の未発
表選稿原稿から転載された図(京都府麓の標本に基づ
く)にみられる，高橋図譜のこのl枚には「オハグロシ
ボグモ Phalloclenlssavidls Kishida， 8月23日福角山林に
て捕る腹部に特に白黄色の毛を多生す.背面には之の
点列を見る.大顎紫黒色にして多少前出す.剛毛密生す」
と記されている 1ーPlrallocle川崎」という属名は Platnick
(2011)にもそれ以前のクモの種名カタログにも出てお
らず，岸田はこれを新属と考えてこの名称を考えたので
はないかと思われる.1 phaulos (1小さい，ささいなJと
いう意味のギリシャ語:Brown， 1956) + 1 CtenlS (ミナ
ミシポグモ属)Jの意味と推察されるが，12倍拡大」と
いう倍率から算出すると，体長は約11lm11で，普通穫のシ
ボグモ Anahilafalna Karsch， 1879と大差ない種小名の
IsavidlsJは「黄色がかった」という意味で，高橋の記
述と整会している残念ながら，本種が現在のどの種に相
当するのか，この図と記載では推iJlIJできなかった
5.タカハシツヤグモ (図3D/A02) 
この図 (A02)は雌で，IMicariya (sic!) lakahashi (sic!) 
Kishidaタカハシツヤグモ 8月24日，富山の常緑樹の下に
て採取逃げること阜し体全体黄銅鉱の如き光沢を有
す.光線により種々に変化す第l蜘を前方に挙げること
多し住(?)地3a-4a位にのみ住む 5倍位に拡大すると
頭胸部の金色は刺繍』こてなせる如し」という記述がある
(伎 (? )地3a-4aの意味は不明).この名称は，高橋(1939)
にも rMicaria lakahashi (sic!) Kishida来発表タカハシ
ツヤグモJとして出ている (ただし，種小名は正しくは
lakahashii).記載論文が結局発表されなかったことによ
-4-
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図3.重苦堅種のいくつか Aヒシガタヒメグモ.B. -ナカムラハエトリグモRal.lIhoanakomllrai Kishi白.(nom. nud.) (現在はデーニツツ
ハエトリ).c. "オハグロシポグモPhall!oCICI1I1Sftavidlls Kisbiぬ"(110m， nud，) D. -タカハシツヤグモMicarialakahashii Kishiぬ..(nom. 
oud，) (おそらく現在のヤパネウラシマグモ).
Fig. 3. Somc inle陀slIngspiders. A: Meolipa vesiclI!osa (SimoD 1894) (Tberidiida巴)，B: P!ex伊μoid，田 doel1ilzi(Karsch 1879) (Sallicidae) dr似m
under the name of -Rakllhoa nakamllrai Kishida叩 (nom.nud.). C: A spider whose identity uncertain depicted under tbe name of "Phall!oclenlls 
ftavidlls Kishida" (nom. nud.)， 0: "Mica，'ia lakahashii K時hida"(nom， nud，) which probably corresponds to Phmrolir!lIIs pennallls Yaginuma 
1969. 
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高僑幸雄氏のクモ図諮
る無効学名である図3D(図9Mも参照)と体に光沢があ
るという記述から，Mica/'ia(ツヤグモ)属(ワシグモ科)
かヤパネウラシマグモに相当喧ると考えられるが，この
仲間のクモの分類の専門家である加村隆英氏から「ウラ
シマグモ類の第1.2A却の腔節 野、節の腹蘭にみられる
多くの刺はふつう背面からは見えないが，たまたま立ち
上がった刺が見えることもある.AOω2図のクモの右第l脚
の腔節に摘カか、れているように見えるl本の刺がそれだと
するとMiばca印'r，川(ツヤグモ)属よりもヤパオネ、ウラシマグモ
の可能f役生が高い」とのご教示をいただいた.ヤパオネ、ウラ
シマグモPhル?刊/"川‘YF
科)Iは立，現在では北海道から九州まで広範図で生息が確
認されている比較的普通な種で(新海ら， 2010)，松山市
内でもその後，中島や北条鹿島で生息が確認されている
ので(鶴崎ら， 2011参照)，高橋が採集したクモが本種で
あったと考えても無理がないよって，本種タカハシツヤ
グモは現在のヤパネウラシマグモと同種であったと判断
したい
高橋図譜クモ目録 (分類順)
クモの種までの正確な同定にはしばしば生殖器 (雌で
は服部下面にみえる外雌器，雄では触肢)の形態の確認
が必婆である.しかし，残念ながら高橋図譜にはどの図に
も生殖器の拡大図が儲かれていない 1930年代には新種
記載以外の論文で生殖器の図を添えることはまだ一般的
でなかったようで，湯原(1931)などにも生殖器の図は掲
載されていないことを考えるとこれは責められない.生
殖器の図がないために，外見のよく似た種の多い科など
では種までの正確な同定は困難であるが，今回の各図の
クモの同定においては次の方針をとった 1)図に種名が
表示されており，図がその種だと考えて矛盾がない，ま
た，分布域を考慮しでも問題がない場合には，その種名を
採用する;2)図に種名の表示がなく，かつ，複数の候補種
がある場合には，その候補の中から高橋(1939)のリスト
に掲載されている種，あるいは分布域や出現期を考慮し
でもっとも妥当と考えられる穫に同定.また， 一部の図
についてはそれぞれの科の専門家に候補となる種につい
て助言を得た(謝辞参照)
その結果，クモ127種，ザトウムシ3種について，種まで
の判定をおこなった.以下に，それらを分類群順に掲載
する.
2各種は，現在使用の種の学名，種の和名 (本報告の図番
号/図譜での整理番号)[図譜での整理番号J，図から
判断した雌雄の別，1原図に記されたメモjの順で表
示.原図上の鉛筆容さのメモには「漢字+ひらがな脅さJ
と 「漢字+カタカナ書き」が混じっているが，ここで
は 「漢字+ひらがな舎き」に統ーした また，内容に関
わりのない誤記は適宜修正し，また漢字は現代語，送り
がなも今日使用されている用法に合わせている.ただ
し，説明文には「採る」に対して，r採るJJ捕るJ，i取
る」の3積の表記がみられたが，これらの違いは図を描
いた時期の推定に関わる可能性があるので，あえて統
一せず，原文のままとした図譜に元号および漢数字
で示された採集日付はすべて，西暦とアラピア数字に
直して表記した.
3種名小見出しの右端のi(高橋， 1939) Jは，高橋 (1939)
のリストに錦織されていることを示す.
4高橋(1939)に種名が掲載されているが，図譜に該当す
る図がなかった緩についても参考までにリストに加え
たただし，逮番はふらずJ.Jを先頭に表示している
5各図のうしろの iJ内は，図の余白に記された種名
や説明文を引用 rsic!Jはつづりや表記が原文のまま
であることを示す説明文は採集地と採集日付，なら
びに生態に関する記述いとどめ，形態の記載文につい
ては原則として省略した
6図譜に頻出する地名のうち，r宮山」は松山市福角町，
正八幡神社のある丘陵をさす「宅山」はおそらく福
角町の高橋氏自宅の山林.r福角山Jはおそらく福角
から吉藤にかけての山地をさす〈高橋泰明氏からのご
教示による)伊予市双海町牛ノ峰(標高895.5m:当
時は伊予郡双海町)には複数の表記が見られたが，あ
えて統一せず原文のままとした.
ARANEAEクモ目(真正クモ目)
Mygalomorphae原妹下回 (トタテグモ下回)
Atypidaeジグモ科
1. Atyplls ka/'schi Donitz，路87 ジグモ(図4A/001)(高
橋， 1939) 
[D01J♀(+限域，住居写真)i(採集データ未記入)J
[備考]触肢は輪郭が捕かれているが彩色されていな
v、
Araneollo中ha巴フツウクモ亜日
[凡例1 Loxoscelidaeイトグモ科
l桝の配列および学名 ・和名は原則として谷川I(2010) 
に，科の内部の属や稀の配事IJは分類群順の小野(編) 2. Loxosceles /"Irfescens (Dufour， 1820)イトグモ(図4BI 
(2009)にしたがった.ただし，図の配置の関係で多少 D12) (高橋， 1939) 
J順序を入れ替えている場合がある [D12J♀(+頭胸部前方Hイトグモ(ヤマシログモ科)，
? ?
舘崎展e.小林n苔
J K 
図4. 誌編図諸にt~線のクモの医I. A ジグモ (D01) (ジグモ科).s イトグモ (DI2)(イトグモ斜).cヤマシログモ (G37)(ヤマシロ
グモ科).D:ユウレイグモ (CJ4).Eイエユウレイグモ (CI3).F:シモングモ (G39)(O-F:ユウレイグモ科).G:ミヤグモ (D11)(ミ
ヤグモ斜).H:センショウグモ (F44)(センショウグモ科).!:ヒラタグモ (F47)(チリグモ科).J:マネキグモ (D13).K:オウギグぞ
(E41). L・ヤマウズグモ (G20).M・カタハリウズグモ (DI5)(J司M:ウズグモ科)種名のあとの括弧内は高栃閲譜での図の整理番号
Fig. 4. A: Atyplls karschiσ>01) (Atypidae). B: Lo.λascel，白川ifescens(D 12) (Loxoscellidae)今C:Diclis slrialip田 (G3乃(Scytodidae).D: PbolClJS 
zichyi (C14) (Pholcidae)， E: PholclIS phalangioi.des (CI3). F: Spermopho/'Q senocula1a (G39)ρ-F: Pbolcidae). G噌 Ariadnala1eralis (D11) 
(Se邑estriidae). H. E，岬 jap(mica(F44) (Mimetidae). 1: UrOC1ca compoc1i!isσ47) (Oecobidae). J: Miagraml110pes orie判1alis(D13). K めl/)flOI，副
affinis (E41). L: OC1onoba varians (G20). M: OClol1oba sybo1idι(0 15)(J・M:Uloboridae). Codes in parenlheses represenl reference numbers in 
lhe illuslraled catalogue. 
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9月2日 自宅納屋の隅にて採るj
Scytodidaeヤマシログモ科
3. Diclis slriafipes L. Koch， 1872ヤマシ ログモ (図4C1 
G37) 
[G37J♀(+限減， 側面輪郭図)f(稜名来記入)自宅，
1933年8月22日，自宅のポーJレ箱の隣の暗きところにい
た」
[G41]♀(+側面の輪車1図と卵嚢)r(種名未記入)8月
20日，物置の本の中より捕る.卵震は顕胸部の下面に抱
けりJ
【備考]高橋 (1939)には次種ユカタヤマシログモが掲
載されているが，本穫は非掲載ユカタヤマシログモは図
諸には含まれていなかったが，両種の色斑はかなり異な
り，本種と誤同定したものとは考えにくい本種は植村
(1943)により北宇和郡好藤村 (現在は鬼北町広見)深田
で記録されているが(本報告の標本の採集者はいずれも
三好保徳氏で，採集日付は1941年8月25日)，愛媛県内から
その後の記録はない
. Scylodes Ihoracica (Latreile， 1804)ユカタヤマシログモ
(高橋， 1939) 
Pholcidaeユウレイグモ科
8. Ero japonica Bosenberg & Strand， 1906センショウグモ
(図4H1 F44) (高橋， 1939) 
[F44]♀(+眼域)r Er% hala L. Kochセンショウグモ，
産地+日付朱記入j
[G40J♀(+側面輪郭，実物大図)f(種名未記入)福
角山1938年6月16日」
[備考}高橋 (1939)には本科に Ero/oliala K. Kochセ
ンショウグモとErojaponica B凸senberg& Slraldツノセン
ショウグモの2種が掲載されているカt前者 (和名はコノ
ハセンショウグモ)の学名は現在ヒメグモ科の Chysso
/oliala (L. Koch， 1878)ホシミドリヒメグモとなっている
(谷川，2010).現在の学名と和名の組み合わせは上のと
おりで，岡図とも本穫と同定できた.G40図には，形態的
特徴のほか，rコグサグモ (sic!)の棚を除きし様の巣に
て，松毛虫，松の業等ーをかがり，一見本虫がどこにいるか
見つけ難し巣には根様の下方のふくれたるがごとき卵
嚢を吊るしあり本虫は常に全脚を絡めて塵芥の如く援
す」との曾き込みがある 本種は今日ではヒメグモ科や
サラグモ科などのクモの網に侵入し，その網の持主のク
モを捕食する種であることが知られており，この記述の
網と卵嚢もおそらくおそわれた他種のクモのものであっ
たと考えられる
Oecobiidaeチリグモ科
9. Uroclea cOl/lpaclilis L. Koch， 1878 ヒラタグモ (図411
4. PhoJc/ls zichyi KuIzYIlSki， 1901ユウレイグモ (図401 F47) (高橋，1939) 
C14) (高橋， 1939) [F47J♀(+顕胸部拡大)r8月158，自宅庭の壁にて捕
[C14]♀(+限域，網に静止している状態の図)r福角 る」
山1938年6月16日」
5. PhoJclls phaJangioides (Fuesslin， 1775)イエユウレイグ
モ(図4ε1C13) (高橋， 1939) 
[C13]♂(+頭胸部拡大，側面輪郭，触肢側面図，第I脚
先端拡大，鉄角)["久松校使所6月20日」
6. SpermophoJ百 senocuJala(Duges， 1836)シモングモ(図
4F 1 G39) (高橋， 1939) 
[G39]♀(+限域，実物大図)11938年8月堀江村自宅」
Segestriidae エンマグモ科
7. Ariad/la JaleraJis Karsch，活81ミヤグモ〈図4G1D1l) (高
橋， 1939) 
[011]♀(+限域)r富山8月上句J(高橋， 1939) 
Mimetidaeセンショウグモ科
Uloboridaeウズグモ科
10. MiogrolllmopιY orienlalis Bosenberg & Strand， 1906 マ
ネキグモ(図4J/OI3)(高橋，1939)
[013]♀(+側面輪郭)["<採集データ未記入)J
11.時'Pliolesaffinis B凸senberg& Strand，ω06 オウギグモ
(図4K/E41)(高橋，1939)
印41]♀(+眼域と鉄角)["(日付未記入)宮藤氏神に
て捕る」
[E42J網のモノクロ写真["(種名1，データ朱記入)J
[備考]本種は独特の三角形状の網をつくるので，綱の
みで同定できる.
12. Oclonoba varions (Bosenberg & Strand， Hね6)ヤマウズ
グモ(=ウズグモ)(図4L/G20) (高犠， 1939) 
[014J♀(+実物大図)r UJoborus sp.ウズグモのl種，
1938年8月2日温泉郡掘江村稿角自宅納屋にて捕る」
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[G20]♀(+眼域)r(種名来記入)面河7月26日j
13. OClonoba sybol，des (Bosenberg & Slnmd， 19侃)カタハ
リウズグモ (図4Mf015)(高橋， 1939) 
[015J♀ (+限域)rウズグモ (ウズグモ科)，8月24日
宮山にて採取」
[備考}上記ウズグモ属の2穏の和名は高橋 (1939)で
は，それぞれヒカゲグモ，カタハリヒカゲグモで掲載され
ているが，原図には「ウズグモ」と表記されている
Therididae ヒメグモ科
14. Enoplognalha abmpla (Karsch， 1878)カレハヒメグモ
(図5A/C25)
[C25J早(+限域，卵嚢)rひかげぐも (うづぐも科)
1939年5月1日堀江村氏神の境内の松の皮の聞に粗末な
巣をつくり，卵嚢を2，3個ひっかけてあるを捕らえる卵
嚢は球形なれどもドクグモの如きものでなく外商は糸の
端々が無数に乱雑につけられてほぐれたるn綿の球の如
し一色は簿茶e これをつれる糸は大きくして強し」
15. Stealoda cinglloωσllOrel， 18卯)ハングツオスナキグ
モ (図58/G29)
[G29]♀(+頭胸部拡大)r<稜名朱記入)1939年7月
31日福角山にて捕る」
印47Jt (+限域)r Oedothorax sp.アカムネグモ，1939
年5月28日，富山4こて捕る落葉のよを這える」
[備考]サラグモ科のアカムネグモの仲間とされてい
るが，図は容易に本穫と同定できる.愛媛県内では林床
リター中にふつうに見られる
. Anelosimlls crossipω (Bosenberg & Slr飢 d，1906)アシプ
トヒメグモ (高橋，1939).
[備考]高橋(1939)にはEnoplognothafolico!o Doenitz 
et Strandコノハヒメグモの名称で出ている 学名 ・和名
とも本種の異名.
19. Plalnickina mneon (Bosenberg & Slrand， 1906)サトヒメ
グモ (図5FIE32) 
[E32J♀(+実物大図)r Meta sp. 1938年8月2日温泉郡
堀江村大字福角の自宅にて採る，薄暗き塵挨の中を俳個
せるものj
[備考]Melaはアシナガグモ科ドヨウグモ属だが，図
はサ トヒメグモの特徴をよくとらえている 本種は次種
とともに，俳個して他穫のクモの網に侵入し宿主を捕食
する種として知られる (新海， 2∞6)
20. Platl1ickina sternil10的la(Bosellberg & Slrand， 1906)ムナ
ボシヒメグモ 〈図5GIG42) 
[G42J♀(+卵嚢と眼域)r (種名未記入)1938年6月26
日福角山にて採取す草の根元に粗雑な網を張り卵嚢を
16. Episinls afinis Bosenb釘g& Strand，出06 ヒシガタグ かけていたJ
モ (図5CI Ell) 
[EllJ ♀(+側面輪郭)rキララグモ CJuysasler 21. Oysso octomaCIIIala (B凸senberg& Strand， 1卯6)ヤホシ
lypiCllS Kishida， 7月18日，面河にて採取す 樹ー木聞にコ ヒメグモ (図5HIG32) 
グサグモの棚を除きし (上下のみの糸+数本)如き糸を [G32]♂r(種名朱記入)1939年8月6日福角山i経木中
張って多くは上官官の築の陰にいるJ にて捕る」
[備考}キララグモは今日のキララシロカネグモ (ア
シナガグモ科)のことで (新海・谷川， 2004)，高橋 (1939) 22. MeOlipa v回ic"Iosa(Simon， 1894)ヒシガタヒメグモ
でもアシナガグモ科のところにリス トされている (ただ (図5[-J:5[ I C10， 5J 1 E40) (高橋，1939) 
し，学名はC!lIysaSlerfypica阿shidaとされているいずれ [C10J t (+限域)rMeiol伊山部iClllosaE. Simonヒシ
も無効学名).網についての記述と全形図より本穫と同 ガタヒメグモ 1939年8月25日，稿角山にて捕るJ
定できた [E40J♀(+側面輪郭と眼域)r O>.yplila sp.エピスグモ
9月2日，福角山林中にて捕る」
17. C!wosiolhes slIdabid，凸・(B凸senberg& Strand，ゆ(6)ヨツ [備考}命yplila(= Ozyplila)の和名は現在オチパカニ
コブヒメグモ (図50IC23) (高橋，1939). グモ属 (カニグモ科)となっているー
LC23]♀(+側面輪郭，眼域，実物大の図)r Theridioll 
slIdabides Boesellberg el Strandジュズカケグモ，8月13日 23.C!lIysso albip田 (S.Sailo， 1935)ギボシヒメグモ (図5K
福角山林にて捕るJ 1 G27， 5L1 010) 
[備考]rジュズカケグモ」は当時の名称 [010J黒色型♀(+限域)rナリヒラグモ (未発表種)
1939年8月15日，福角山にて採取すj
18. SIemmops 1伊'pOI1iClISYaginuma， 1969スネグロオチパ [E43]♀亙成体 rNarihiraIypica Kishida ナアリヒラ
ヒメグモ (図5E/E47) グモ (sic!)(亜成)8月12日，牛ノ峰にて採る.ジョロウグ
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図5.ヒメグモ科.A:;カレハヒメグモ (C25).B:ハンゲツオスナキグモ (G29).C:ヒシガタグモ (Ell).D ヨツコプヒメグモ (C23).E: 
スネグロオチパヒメグモ (E47).F:サトヒメグモ (E32).G:ムナボシヒメグモ (G42).H:ヤホシヒメグモ (G32).1・J:ヒシガタヒメグ
モ (1:CI0. J: E40). K-L:ギボシヒメグモ (K:G27) ;ギボシヒメグモ (黒色型)(L: 010). M:オオヒメグモ (CI8).N:カグヤヒメグ
モ (CI2).0:ニホンヒメグモ (C20).P:オオツリガネヒメグモ (E44).Q:ポカシミジングモ (G31).R:ヒラタヒメグモ以?(B3). S:チ
リイソウロウグモ (C17).T:アカイソウロウグモ (C2l).U:ヤリグモ (Cl(j)Vオナガグモ (C24).
Fig. 5. Therididae. A: Enoplognalha abrupla (C25). B: SleOloda cinglllola (G29). C: Episinlls affinis (EI). 0: Chl'O$iOlh副 slIdobides(C23). 
E: Slemmops nipponic悶(E47).F: Pla附icki11a"，"eo" (E32). G: Pla削ickinaslernIno削 a(G42). 14: Clysso oClomaclllala (G32). [.J: Meolipa 
V同 iCIω'$0(1: CI0. J: E40). K-L: Ch明 sOolbi戸時(K:G27)， Ch明 sOolbip酎(BlackIype) (L: 010). M: POl'oSlealoda lepidariorum (CI8). N 
Pal'aslealoda clIlicivora (CI2). 0: Paraslealoda japonica (C20)ωP: Pa，.aslealoda lablllala (E44). Q:均'ginllmenacaslralO (G31)白R:Ellly~ψi$ 
sp. (B3). S:Al'gyrod，副知modoi(CI7). T:Al'gyrdd"$ miniot'el$ (C21). U: Rlwmpho<'(l $ogono (CI6). V: Ariomn(!s cylin，!J'dgO$ler (C24). 
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モのw:にイソウロウしているj
[G27J♀(+例l面輪郭)r7月31日，日本アルプス上高地
採取J
[備考]ナリヒラグモはかつてギボシヒメグモに対し
て使用された異名 Narihiratypica Kishidaは無効学名 (原
記載がない).E43図の「ジョロウグモの巣に居候」とい
う記述は，そのような習性をもっアカイソウロウグモと
混同したものと考えられる.色彩などが似るが，図は明瞭
にギポシヒメグモである
24. Parasleatoda lepidariomm (C. L.Koch， 1841)オオヒメ
グモ (図5M/C18)(高橋，1939)
[C18]♀「刀1eridiontepidariorum C. L. Kochオホヒメ
グモ (採集データ来記入)J
25. PO/ωtealoda culicivol官 (Boscnberg& Strand， 1906)カグ
ヤヒメグモ (図5NI C12) 
[C12] ♀(+限域，卵嚢 )r Theridion kompirense 
Bosesengerg el Strandコンピラヒメグモ♀ 7月4日，福角
山(自宅)林中にて」
[備考]コンピラヒメグモ[現在の学名はParasfeatoda
kompirensis (B凸senberg& Strand 1906)]と脅かれているが，
腹部の斑紋パターンから，むしろ本穫と判断した
26. Parasfeatoda japonica (Bosenberg & Strand， 1伺6)ニホ
ンヒメグモ (=ヒメグモ)(図50/C20)(高橋，1939)
[C20]♀ f A1ID'rod，ωminiaceus (Doleschall)アカイソウ
ロウグモ8月28日，高縄山頂にて採取.コグサグモと向型
の巣にて小なり今巣の棚の上方の乱雑な巣の中に枯葉を
つけてその中に楼む」
[備考]全形図，習性記述とも問題なくニホンヒメグモ
と判断できる.
. Parasteatoda al1gulithorax (Boscnberg & Strand， 1906) 
ツリガネヒメグモ (高橋，1939)
27. Parasteatoda tabulafa Levi， 1980 オオツリヵーネヒメ
グモ(図5PI E44) 
[日4J♀ (+眼域，腹部側面輪郭)r7月15日面i可渓に
て採取岩石の陰などの雨露のしのげる所にて，柴の枯れ
たの，また，草葉の枯れたのを巻いて吊るし中に肉色を
した4nmlほどの球の卵震をつけ，そしてそれとともにい
るJ
[備考]愛媛県新記録である.鶴崎ら (却11)も参照.
28. Yaginllmena caSIl百仰(B邑scnbcrg& Strand， 1906)ポカシ
ミジングモ(図5QIG31) 
[G31]♂(+限域)f(種名表示なし)1939年8月6日幅一
角山にて捕る」
口E1I1J'OP1Ssp.ヒラタヒメグモ属のl種，または
Emertonella sp.シロカネヒラタヒメグモ属のl稜 (図
5R/B3) 
[83J♀(+側面輪郭と眼域拡大)rI939年7月9日伊予
郡丑ノ峰にて捕るJ
[備考}吉回哉氏より上記2属が候補とご教示をいた
だいた商属のクモとして愛媛県内カか、らは EI川l1yo.伊'P1砂s
Yoωshidωa，2αM治Dクロヒラ夕ヒメグモが知られている四図
中5央処市新富宮'村新宮ダム川淵が夕イプ産地.
. Argyrodes bonadea 0く紅sch，1881)シロカネイソウロウグ
モ(高橋，1939)
29. A1ID'10des kwnadai Chida & Tanikawa， 1999チリイソウ
ロウグモ (図5SI C17) (高橋，1939)
[C17]♀ fAlまY1Vdesfiscifrons(sic!) O. P. Cambridgeイ
ソウロウグモ，セイロンイソウロウグモ 8月24自宅山
にて採取コグサグモ (sic!)の巣にいるを捕る」
[備考]セイロンイソウロウグモは本種の異名.高橋
(1939)にはA1ID'1Vdesfissifrons (0. P.Cambridge)イソウ
ロウグモの名称で出ている，
30. A1ID'1Vdes miniacells (Doleschall， 1867)アカイソウロウ
グモ (図5TI C21) (高橋，1939)
[C21]♀(+側面輪郭，限域)r A1ID'1Vdes miniac白β
(DoleschaU)アカイソウロウグモ8月8日，福角山にて採
る」
口A1ID'lvdessp.イソウロウグモ属のl稜.
[C19]♀ f Argyrod.回 sp.イソウロウグモl種未定，8月
13日福角山林中で捕る」
31. Rhomphaea sagana (Donitz & Strand， 1906)ヤリグモ
(図5UIC16) (高橋，1939)
[C16]♀「 トガリイソウロウグモ (コガネグモ科)8 
月28日，高純山麓にて採取J
[G43J♀ f(種名未記級)1938年8月13日，温泉郡掘江
村福角，コグサグモの巣にて捕る」
[備考]高橋(1939)ではBellindanipponica Kishidaオ
ナガイソウロウグモの名称で出ている こーの名称 (学名
は無効学名)がヤリグモに相当することは八木沼 (私信)
による.
32. Ariamn俗 cylindl口gωtel・(Simon，l部8)オナガグモ(図
5V IC24) (高橋，1939)
[C24]幼体「オナガグモ幼，5，6月最も多し(採集デー
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図6.A::カラカラグモ (G15)(カラカラグモ科).B・G:サラグモ科.8:ヨツボシサラグモ (G34).C:ユノハマサラグモ (C3).D:コシロ
プチサラグモ (C5).E:アシナガサラグモ (C4).F:フタスジサラグモ (C9).G:ヘリジロサラグモ (Cl).H.Q:コガネグモ科.H:コガ
ネグモ (ES).1コガタコガネグモ (E10).Jトリノフンダマシ (E19).K シロオピトリノフンダマシ (E18).l:アカイロトリノフンダ
マシ (ソメワケ型)(E21). M アカイロトリノフンダマシ (E22).N:マメイタイセキグモ (G4).O トゲグモ (E48).Pシロスジショ
ウジヨ ウグモ (c22).Q:シロスジショウジョウグモ (G44)
Fig.6. A: Theridiosoma epeiroides (G15)(Theridiosomalidae). B.G: Linyphiidae. B: S/rondella qlladrimaclllo/a (G34). CηIrinyphia 
yl//lohomensis (c3). 0: Neriene mOl'ginello (C5). E: Neriene IO/lgipedelf.a (C4). F:Nerume Iimba/inello (c9). G: Ne円eneoidedicoro (C1). H-Q: 
An‘neidae. H: Al'giope amoena (回).1: Al'giope m仰向(E1O).J: Cyrraraclme bl/fo (E19). K: Cyr/arachne l1agasakiemis (Elめ.L: C)仰I'aclme
yllnohamensis (“Somewake-fonn)(E21). M: Cyr伺 l'aclmeyl/l1ohamensis (E22). N: Ordga川市hobsoni(G4). 0: Gasleracanlha 'm"'ii (E48). P:
Hypsosinga sangllin回 (C22).Q:均'psosingasangllinea (G44). 
?????
タ未記入)J 取」
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'nleridiosomatidaeカラカラグモ科 . Nenene radlata (Walckenaer， 1842)シロプチサラグモ (高
橋，1939)
33. 'flleridiosollla epeiroides Bosenherg & Strand， 1卯6 カ
ラカラグモ (図6AIG15) 口属 ・種まで決定できない図
[G15J♀i(稜名来記入)7月16日商河にて採取.樹木 [C06J♀fサラグモ (コガネグモ科)8月27日高縄山J
の下の岩石の聞に巣をコガネグモ型に張っていたJ [C08J♀(+眼減)fサラグモ幼 (コガネグモ科)，8月
27日高縄山にで捕る」
Linyphiidaeサラグモ科 [回8J♂(+阪城)iアシナガグモ ?(コガネグモ科)，
34. Srrandella quadrilllaclllara (Uyemura， 1937)ヨツポシサ
ラグモ (図6B/G34)
[G34J♀(+実物大図)f1939年8月6日福角山にて捕る」
35. 7'zlrinyphia yunohamensis (Bosenberg & Strand，ゆ06)ユ
ノハマサラグモ (図6CI∞3)(高橋， 1939) 
[C03J♀(+限域)fユノハマサラグモ (コガネグモ科)
8月27日，高縄山頂にて採取」
. Aprifrontalia mascll/a (Karsch， 1879)コサラグモ (高橋，
1939) 
36. Ner附旭川印ginella(Oi， 19回)コシロプチサラグモ (図
6D/C05) 
[C05J♂(+眼域，側面輪郭図)i Linyphia 1I00ginala (し
K∞h)サラグモ6'，8月8日，福角山にて俳翻するを採るJ
37. Neriel1e long伊edella(Bosenberg & S回目d，ゆ06)アシナ
ガサラグモ (図6E/C04)
[C04J♀(+限域)fサラグモ (コガネグモ科)8月18日，
織江村山般にて採取J
[C07J網の写真 i(データ記載なし)J
[備考1[C07Jの綱はllIlを伏せたようなドーム型の網
とハンモック型の網の複合である e
38. Neriene Iilllbalinella (B凸senberg& Strand， 1906)フタス
ジサラグモ (図6FIC09) 
[C09J♀(+腹部腹面，前方から見た頭部)i Micromala 
II1l1sclllar ?コサラグモ (コガネグモ科)，1931年11月，宅
山の乾燥地の樹幹に捕す」
39. Nerielle oidedicala (Helsdingen， 1969)ヘリ ジロサラグ
モ (図6G/C01)(高橋，1939)
[COIJ♀(+眼域)r Linyphia albolilll何laKarschへリジ
ロサラグモ，8月27日高純山頂にて捕るJ
[C⑪2J♂ (+側面図，前方からみ見た頭部，腹部背面の
斑紋)rへリジロサラグモ新称，高縄山にて10月下旬採
8月24日宅山の漉木の茂れる中にて取る.網は二重構造
(コグサグモがごときはりかたなれど水平に して上部に
は無暗に糸をつけず 3cmくらいはなれた下に同型岡大
の網をはり)にして，彼は上部の下面にて上方を向いて
住む走るさまはコグサグモと同様なりJ[備考]網の記
述はアシナガサラグモを恩わせるiJて図はアシナガサラ
グモの♂には見えない.
[E45J♀(+限域)f(種名記載なし)8月28日高縄山
穏にて採集，樹の禁聞に小さき巣をかけていたJ[備考]
サラグモ科と思われるが種名不明ー
[G16]♀(+眼域)r(種名記載な し)6月23日高縄山
にて採るJ[備考1コウシサラグモかその近縁種 (Neriene
属)と思われるが決定できない
Araneidaeコガネグモ科
40. Algiope all10ena L. Koch 1878コガネグモ (図6H/E08)
(高橋，1939)
[E07]♂ i Algiope all10ena (L. Koch)コガネグモ♂ 8 
月13日福角山林中にて捕る」
[四8J♀ fAlgiope allloena (L. Koch)コガネグモ♀
採集データ未記入J
[E33] 6' μrgiope all10ella (L. Kc山)コガネグモ♂
採集データ未記入」
. Algiope bmelll1icli (S∞po1i，1772)ナガコガネグモ (高橋，
1939) 
41. Algiope minula Karsch， 1879 コガタコガネグモ (図61
1 (10) (高橋，1939)
[回9J♀ fAlgiope minllla Karschコガタコガネグモ.8
月24日宅山にて採取」
[白E日IωOJ♀ fAルIgi.ωope/J川')11川/，川P
月lωO日宅山にて鋪るj
42， CYrlaraclme blifo (Bosenberg & Strand， 1叩6)トリノフ
ンダマシ (図6JI E19) (高橋，1939)
[E19J♀(+版図図，糸流，限域，卵嚢の図)r Cyrlarachne 
?????
高僑幸雄氏のクモ図諮
jasciala Kishidaシロオピトリノフンダマシ(採集データ
米記入)J
[備考]シロオピトリノフンダマシと脅かれているが，
図は トリノ フンダマシである，
43_ Cyrlarachne nagasaわensisStrand， 1918 シロオピ トリ
ノフンダマシ (図6K/E18)(高橋，1939)
[E18]♀ 「シロオピ トリノ フンダマシ CyrlaracJlIle
jasc目的Kishida8月24日 温泉郡婦江村鎮守の森の笹の
楽にいるを捕る テーン トウムシの止まると同様に足を裏
に入れてしまって，じっとしている.巣としては2，3本の
糸を他の葉に行くに便なるようにつけているのみJ
【備考]高橋 (1939)にも学名は Cyrlarachnejasciala 
Kishidaで掲載されているが，無効学名と恩われる.
44_ Cy/'Ia/'aclme yunoharu印刷sStrand， 1918アカイロト
リノフンダマシ (図6L・M:6L 1 E21， 6M 1 E22) (高橋，
1939) 
[E21J♀(ソメワケ型)r Cy/'laracJlI1e sp.トリノフン
ダマシ 1938年8月25目高縄山麓にて葉の裏面にうずく
まるを捕る」
[E22J♀r Cyrla/'achne nana Kisltidaアカトリノフンダ
マシ(採集データ未記入)J
[備考]本経には腹部に3穫の色彩多型が知られる
E21はソメワケ型，E22は地色が黒いとのタイプであ
る "Cy/'Ia/'achnenana Kishida"は無効学名と恩われる
45. O/'dga/'ius hobsoni (0. Pickard-Cambridge， 1877)マメイ
タイセキグモ (図6NlG04) (高橋， 1939) 
印刷 ♀亜成体 (哨l面輪郭図)ro，令O/'II/S$00$11$11$ 
Kishidaマメイタイセキグモ.8月28日高綱山7合目で採
集.キブシ (マメプシ)の築の裏に脚をかくしてしずか
にしていた (ー中略)岸国先生が印度とセイロンの産であ
るを態生の発見になり しものと」
[備考]本種については別記
46. Gosleracanlho kllhlii C. Koch， 1838 トゲグモ (図601
E48) (高橋， 1939) 
[日8J♀ 「フタホシトゲグモ.8月1日，氏神境内の楠
の下にて捕るJ
[備考]高橋(1939)ではGasleracanlhamanmosa L. 
K∞hフタホシトゲグモで掲載.フタホシトゲグモは琉
球列島から東南アジア，オース トラリア，マダガスカル
にかけて分布するチブサトゲグモTheloconlhob/'el'ispino 
(Doleschall， 185η (学名は長くGosle/'ocomhamammoso C. 
L Koch， 1844が{をわ札てきたが誤同定だったとされてい
る.谷JI，2010)の異名であるが，これが本経トゲグモを
さしていたことはこの図からも明らかであるこの学名
と和名は湯原 (1936)にあるトゲグモの図にも使用され
ており，当時は トゲグモに対して広〈使われていたとみ
ら才Lる.
47.H)伊sosingasangllineo (C. Koch， 1845)シロスジショウ
ジョウグモ (図6P-Q:6P 1 C22; 6Q 1 G44) 
[C22J ♀ f Diplocephallls bicli/'valllS Boesenberg el 
Stral1dムナキグモ6月下旬高縄山にて採集す」
[G44J♀(+限域，実物大医1)r (種名未記入)1938年8
月22日堀江村自宅の水回の穏にて捕る」
[備考]高橋 (1939)ではD伊locephalusbicll1lallls 
Boesenberg el Strandムナキグモでコガネグモ科のところ
に掲載ムナキグモは現在サラグモ科.シロスジショウ
ジョウグモの色彩 ・斑紋には変異が多い.
48. Cyclosa oClolube/'culala Karsch， 1879ゴミグモ (図7AI
E15) (高橋，1939)
[E15J♀(+限域)f(表示種名同じ)8月15日採集.人
家に近き草間に多し」
49. Cycloso omonaga Tanikawa， 1992シマゴミグモ (図7BI
日7)(高橋，1939)
[E17]♀(+側面輪郭図)r Cyclosa inslllana(Cosla)シマ
ゴミグモ 8月8自宅山にて捕る」
[G35J♀(+側面輪郭図)r(種名表示なし)8月12日丑
ノ蜂にて捕る」
50. Cyclosa alrala Bosenberg & Slrand， 1906カラスゴミグ
モ (図7C1 E13) (高橋，1939)
[E13]♀r(表示種名同じ)8月28日高縄山麓にて採集」
. Cyclosa a/'ge1lleoalba Bosenberg & Strand， 19的ギンメツ
キゴミグモ (高橋，1939)
51. Cyclosa ginnago Yaginuma， 1959ギンナガゴミグモ (図
701 E12) 
[E12]♀(+眼域)r Cyclosa argenleo-alba Boesenberg el 
Slrandギンメッキゴミグモ 7月15日面河にて採取J
[備考]ギンメッキゴミグモとされているが，腹部の
形態からギンナガゴミグモと判断したギンナガゴミグ
モが記載されたのは1959年で，それ以前は両者ともギン
メッキゴミグモと認織されていた.ギンメッキゴミグモ
は松山市では普通種で，高橋市が真のギンメッキゴミグ
モも見ていたことは確実である
52_ Cycloso sedeclllola Karsch， 1879ヨツデゴミグモ (図7E
1 E16) (高橋，1939)
[E16J♂(+眼域)rヨツイボゴミグモ.8月高縄中腹
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図7.コガネグモ科.A:ゴミグモ (EI5).B:シマゴミグモ (EI7).C:カラスゴミグモ (EI3).D:ギンナガゴミグモ (EI2).E ヨツデゴミ
グモ (E16).F:ムツボシオニグモ (G24).G:;カラフ トオニグモ (G22).H:ドヨウオニグモ (E14).I:ヘリジロオニグモ (E20).J:ワキグ
ロサツマノミダマシ (E4)，K-L・ヤマシロオニグモ (K，日;L， G26). M:コグチャオニグモ (E5).N・コガネグモダマシ (E24).0:イ
シサワオニグモ(回4).P:アオオニグモ (E2).Q:ピジョオニグモ (G21).R・1サオニグモ (CI5).S・ゴマジロオニグモ (G30).T:ハ
ツリグモ (C~6).
Fig. 7. Arancidac. A: Cyclosa octorllbercllara (E15). B: Cyclosa omonaga (E17). C: Cyclosa al官印(E13).0: Cyc/asa gumaga (E12). E: Cyclcsa 
sedeclIlala (E16). F: AI官nuulayagil1l11nai (G24). G: Eriophora sachalinensis (G22). H: Neoscolla adial1la (E14). 1: Neoscona Slbpllala (E20). 
J: Neoscona melloleei (E4). K-L: Neoscol1a scylla (K， E3; L， G26). M: Neoscona pllncrigeraα:5). N: Larinia argiopifol1nis (E24). 0: Aranells 
ishisawai (E34). P: A，.anels peJ1tagrammiclIs但2).Q: Aranells milificll$ (G2I). R: Aran酎暗号'IlIsmodi(C15). S:Mangora herbeoid，回 (G30).T: 
AClIsilas CQCcillelS (C26)ー
? ????
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にて採集j
[備考]高橋 (1939)にはCyclosasedeclIlala Karsch， 
1879ヨツデゴミグモで掲載.
53. Araniella yagin1lmai 丁目nikawa，1995ムツボシオニグモ
(図7F1 024) 
[E36]♀(+娘減)iクロホシオニグモ.8月28日，高縄
山中腹にて採集」
[024] o' i(種名未表示)10月23日高縄山にで採る」
54. Eriophora sachalinensis (S. Sailo， 1934)カラフトオニ
グモ(図70/022)
[022J♀(+限域，腹部腹面斑紋)18月27日高縄山頂
の樹間に縦網せるをとる」
55. Neoscol1a adionlo刊falckenaer，1802)ドヨウオニグモ
(図7H/E14)(高橋， 1939)
[E14J♀(+腹面，限妓)1 Mela doentlzi Boesenberg el 
Strandヤマシロオニグモ(オニグモ科)，9月稲に居るを
採るj
印28J ♀ (+実物大図)1 Mela doentfzi Boesenberg et 
[026J♀r(種名，採集デ}タとも記入なし)J
59.M却 'sconap1lncIlgel官(Doleschal，1857) :Jゲチャオムグ
モ(図7M/E05)(高橋，1939)
[印5J♀(+限域)r ArOl沼山間tilsThorel トスジオニ
グモ 8月20日，高縄中腹にて採集」
[備考] トスジオニグモは当時，コゲチャオニグモに使
われた異名.
60.臼nmaarglopグormisB凸senberg& Strand， 1906 コガ
ネグモダマシ〈図吟UE24)(高橋，1939)
[E23J♀(+眼域，第I歩脚先端，側面輪郭図，腹部斑紋
の拡大図)I(表示種名同じ)8月11日自宅山林の地面を
追っているものを採る」
[E24J♀(+前方から見た頭部)r Larinio p1lncザera
Boesαlberg etStrand ホシコガネグモダマシ 10月宮山
にて採取.陽地に巣を張るj
. Aronels venlri.ω'SIlS (L. Koch， 1878)オニグモ (高橋，
1939) 
Strandドヨウグモ.1938年8月25日，高縄山にて採るJ 61. Aranels ishism.vai Kishida， 1920 イシサワオニグモ
{備考]高橋(1939)ではMetadoenitzi Boesenberg el (図701E34) (高橋，1939)
Strandドヨウグモで掲載 [E34J♀(+眼域)rアカオニグモ.8月28日高純山に
て採集」
・地osconanallica (L. Koch， 1875)イエオニグモ (高橋， [E35]♀幼体? (+前方から見た頭部)iカクゴシオ
1939) ニグモ.8月27日，高純山5合目付近にて採集J
56. Mωscona sllbp1llafa (Bosenberg & Strand， 1906)へリジ
ロオニグモ (図711E20) 
[E20J♀(+1浪域)r Cyrtarachne jasciala Kishidaシロオ
ピトリノフンダマシ 7月17日.高縄山麓にて採集」
57. Neoscona melOleei (Simon， 1895)ワキグロサツマノミ
ダマシ (図7J1 E04) (高橋， 1939) 
[E04]♀ (+眼域 )f Aral1e1ls scyloides Boesenberg et 
Strandサツマノミダマシ(コガネグモ科).8月14日採取.
7月よりも6月に最も多し」
[備考]高橋(1939)で1まArane凶 meloleeiSimonキパ
ラオニグモで出ている.
. Neoscona scyloides (Bos句 berg& Slrand， 19<あ)サツマノ
ミダマシ (高橋，1939) 
58. Neoscona scyla (Karsch， 1879)ヤマシロオニグモ (図
7K-L:η<J E03; 7L / G26) (高橋，1939)
[E03J♀(+前方から見た頭部Hヤマシロオニグモ (採
集データ未記入)J
[備考]高橋(1939)に記録されているArQ/:悶 IS
qladraflS Clerckアカオニグモ [学名は誤同定で日本産
の本種に対しては現在Arol1e叫 pi噌 /Iis(Karsch， 1879)が
用いられている;谷川1，2010JはE34の個体に基づいてい
ると考えられる.アカオニグモはその後，愛媛県内 (およ
び凶国の他県)からの記録はないので，現時点では凹固
では未確認と認識される必要がある(鶴崎 ・小林，2011 
参照)
62. Arane1ls penlagrammicls (Ka路ch，1879)アオオニグモ
(図7P/E02)(高橋，1939)
[E02]♂ (+前方から見た頭部，住居中の卵嚢)i(表示
種名同じ)10月宮山で採集す.巣の一端に常に隠るべき
場所作りあり，I!Pち澗葉を捲きて其の中にありJ
63. Aranels milific1Is (Simon， 1槌6)ピジョオニグモ(図7QI
021) 
[021] o' (+限域)f<種名表示なし)8月12日伊予郡
丑ノ蜂にて採るJ
64. Aranels宅;usmodi(Bosenberg & Strand， 1906)ヌサオニ
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グモ(図7R/CI5) 種に見える
[C15]♀(+限域)rヌサグモ(コガネグモ科)ヒメグ [G09]♀(+前方から見た頭部)r(種名，データ記絞な
モ科.7月高縄山麓にて採集」 し)J(備考]オニグモの仲間だが種名を確定できとEい.
[備考]高橋 (1939)ではヒメグモ科の下にLilhyphan間 [G25]♀幼体?(+前方から見た顕部)flO月富山にて
dubils Doenitz et Strandヌサグモで掲載この学名は 採取山聞にて採集J(備考]オニグモの仲間だが，種
Aral1elsりlIsmodiの異名 名は確定できない
65. Mangora herbeoid，出 (B凸senberg& Strand， 1906)ゴマジ Nephilidaeジョロウグモ科
ロオニグモ (図7S/G30)
[G18]♀幼体 (+限域)r8月1日，伊予郡丑ノ峰にて採 . Nephila c/avaraしKoch，1878 ジョロウグモ (高橋，
取J 19m 
[GI9]♀幼体 (+限域)r8月25日，三坂峠にて採る」
[G30]♂幼体 (限域拡大図，実物大図あり)r(種名表 Tetragnathidaeアシナガグモ科
示なし)1939年8月15日福角山にて捕るJ
67. Mele1lcalge ylnohamensis (Bosenberg & Strand，ω06) 
66. Ac川ilascoccinels Simon， 1895 ハツリグモ (図7TI メガネドヨウグモ(図8AI邸1)(高橋， 1939)
C26) (高橋，1939) [E29J ♀(+頭部斑紋拡大図)r Mela ylnohamel1sis 
[C26]♀(+限域)fMela sp. (近く発表の予定).ハツ Boesenberg et Strand タニガワドヨウグモ.6月26日高縄
リドヨウグモ (仮称).8月8日高純山瓜生谷.メザサの葉 山中腹の谷川にて捕る甚だ大いなる網をはる」
と葉の間によ下に乱雑な糸を張りて棲むJ [E30J♀(+眼域)rタニガワドヨウグモ 8月27日高
[G38]♀(+限域)r (種名表示なし)8月24自宅山の 縄山麓の谷川にて採取，大きい網をはる」
常磐木 (稚)の下に採取雑草木の株の方に網を張り，其 [E31]♀ (+実物大図)r Mefa ylnohamel1sis Boesenberg 
の上端l二葉を釣るべく綴糸をこしらえこれに枯葉が捲き et Strand ユノハマドヨウグモ (採集データ未記入)J
しをかける薬の下端が丁度，巣網の中央になるようにす [備考}タニガワドヨウグモ，ユノハマドヨウグモとも，
る彼はこの中にかくるJ かつて使用された本種の異名 高橋 (1939)ではMela
[備考]岸田氏はC26の個体を未記事Rまたは日本新産 yll1ohamel1sis Boesenberg et Strandユノハマドウヨグモで
のドヨウグモ属の種と認織し，近く発表予定と伝えたも 掲載.
のと考えられる.
口属 ・種が決定できない図
[A20]♀(+眼域)r Plsarl/"a slrandi Kishidaヤマジキシ
ダグモ (キシダグモ科)8月17日に自宅のつつじの樹附
に水平の網(コガネグモの虫nき)を見る 業ーの下面に隠.
れるJ(備考]図と記述からコガネグモダマシ属の♀で
あることが確実であるもよく似た複数種がいるため種ま
では決定できない
[E01]♀(+眼械)fコオニグモ(コガネグモ科)，8月27
日高縄山頂の樹木の間(高き所)に巣を張れるを採る」
[備考]カラフ トオニグモ風の腹部がやや長めのオニグ
モ類の図であるが，種名決定できない.コオニグモとい
う種名のクモは現在いない.コオニグモモドキP丹ro匂ω仰1叩oideωS 
br川"/川t
[回6叫]♀幼(い+限域)fキハラオニグモ (コガネグモ科)
幼，ワキグロサツマノミダマシ 9月20日サ トイモの-3誌
の蘭に網を之に並行にはれるを捕るJ(備考]キハラオ
ニグモはワキグ白サツマノミダマシ Neosconamel/oieei 
(Simon， 1895)の異名.図はカラオニグモバr山崎町
ISlrlsakii Tanikawa， 2∞lカラオニグモかそれに類似した
68.L即 ca1lgemagl1isω Yaginuma， 1954 オオシロカネグ
モ(図8BI E27) (高橋， 1939) 
[E27]♀(+眼域)r Lelca1lge blal1da (L. Koch)シロガ
ネグモ (コガネグモ科)(採集データ釆記入)J
69. Leucalge slbblanda Bosenberg & Strand， Hぬ6コシロカ
ネグモ (図8CfE25)
[回5J♀(+眼域)r(種名表記同じ)8月27日高純山麓
にて採取，シロガネグモと同様の巣なりJ
70. Lelcalge slbgemmea B凸senberg& Strand，ゆ06 キラ
ラシロカネグモ (図8D/E26)
[E26)♀r(種名表示なし)8月12日自宅山林にて捕る
シロガネグモ同械なる網を張る 腹ー部背は甚だ美しき黄
金色の光沢ありて美なり (但しアルコール内にては直ち
に黒茶色にかわる)J
[備考]本磁の腹部は刺激を受けると直ちに体色変化
を起こすことを最初に報じたのは楠村 (1957)である
植村(1957)によるとキララシロカネグモ (論文ではキ
ララグモと表記)の体色変化に最初に気づいたのは1942
?
?
???
高僑幸雄氏のクモ図諮
〆
c I 
li18.アシナガグモ科，コモリグモ科，キシダグモ科 A.G:アシナガグモ科 A・メガネドヨウグモ (E31).B オオシロカネグモ (E27).
C:コシロカネグモ (回5)D・キララシロカネグモ (E26).E:アシナガグモ (回7).F:ウロコアシナガグモ (E46).G:ヤサガタアシナガ
グモ (E39)H-K・コモリグモ科 H・ハラクロコモリグモ (A23).J:ハリゲコモリグモ (Gl1).J:キクヅキコモりグモ (A14).K:ウヅキ
コモリグモ (A18).L-N:キシダグモ科.L:イオウイロハシリグモ〈スジボケ現)(A15)， M:スジプトハシリグモ (A22).N:アズマキ
シダグモ (B2)
Fig，8.Tetragnathiぬe，Lycosiぬe，Pisauridae， A-G: Tetragnathidae. A: Mel/ellcallge yllnohamel1sis (E31). B: LellcQlIge lIagl1ifica (E27)， C咽
Lellcallge slIbb/anda (E25). 0: Lellcallge slIbgemmea (E26). E: Tetragnalha praedol1ia (E3乃 f:Tell'Ggl1a/ha sqllamala (E46)， G: Telragna/ha 
ma，'illosa (E39). H-K: Lycosidae， H: Lycosa coe!eSlis (A23)， 1: PardosQ /allra (Gll). J: PaJ'dosa pselldoanl1l1/ala (A14). K: PaJ'dosa asllな副官
(A18)， L-N: Pisauridae， L: D%medes slIlfll制 S(駒Sujiboke“fonn)(A15); M: D%medes sagamls (A22). N: Pisallra /ama (B2) 
?????
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年という E26図には日付に年が記されていないが，これ
らの図諮が1939年頃までに儲かれたとすると，高橋氏は
臼本で最初にこの現象に気づいた人だったかもしれ会
b、
71. Tef，.agnafha p，.aedonia L. Koch， 1878アシナガグモ (図
8E/E37) (高橋，1939)
[E37]♀(+限域)i (種名表示同じ)8月15日採取.民
家の庭に樹問等によく見る第l脚第2脚を前方に合わせ
第3s却第4脚を後方に合わせて延ばし長くなってみえるー
網は美しくつくれど軟らかくて風によく鋭弄される よ
el Strand)ウヅキ ドクグモ(ドクグモ科).8月20日，小豆
の畑にて採集
[A18] ♀(+眼域 )i Lycosa T-mslgmla Boesenberg el 
Slrandウヅキドクグモ (一名コモリグモ).7月27日，中島
(東中島長州)にて採る俳御性にして砂浜の草の中に緩
む」
[A24] 6' iLycosa asf，.igel百 ホシドクグモ (ドクグモ
科).8月20日小豆畑にて採取j
[備考]中島は現在，松山市字名「長列、IJは 「長師」
のことだと思われる
〈オニグモの巣に交じつであることありj ・Pi，.afocle，.cki (Bosenberg & Slrand， 19閃)クラークコモ
リグモ (高橋， 1939)
72. Telragnalha Sql同IIIQωKarsch，1879 ウロコアシナガ
グモ (図8F1 E46) (高橋，1939) 口属名 ・種名不明の図
[E46]♀(拡大されているが無彩色の背商会形図と実 [A16]♀(+卵重要)iムネナガドクグモ (ドクグモ科)，
物大で彩色された図の2つ.図8Fは後者)i(種名 ・採集 8月24日宮山の常緑樹 (椎)の下の柴中にて採集J[備考]
データ表示なし)J ハリゲコモリグモ属 (Pa，.dosa)と恩われるが，稜名は決
定できない，
73. Telragnolha maxillosa Thorel， 1895 ヤサガタアシナ [G10]♀i(種名 ・データ表示なし)J [備考]コモリ
ガグモ (図8G/E39)(高橋， 1939) グモ科と恩われるが種名は不明
[E39] 6' iTel，.agt悶Ihajaponica Boesenberg el Slral1dヤ
サガタアシナガグモ.8月15日稲茶の間にて採取.アシ Pisauridaeキシダグモ科
ナガグモよりやせ型で腹背は金色をなすJ
Lycosidaeコモリグモ科
74. Lycosa coeleslis L. Koch， 1878 ハラクロコモリグモ
(図8H1 A23) (高橋，1939)
[A23]♂i Lycosa coeleslis L Kochハラクロドクグモ (ド
クグモ科)(採集データ表示なし)J
[備考]高橋(1939)ではLycosacoeleSlis L. K∞hハラ
クロドクグモおよびLycosasepia (Doeni匂 clStrand)セピ
アドクグモ (現在は前者の異名)で出ている.
75. Pa，.dosa lall百 Karsch，1879 ハリゲコモリグモ (図創
1 Gll) (高橋， 1939)
[Gll]♀(+娘妓)i(種名 ・採集データとも朱表示)J
76. Pa，.dosa ps白Idoammlaω(B凸senberg& Strand， 1906)キ
クヅキコモリグモ (図8J1 A14) 
[A14]♀(+限域)i Lycosa pselldo仰 111aloBoesenberg el 
Strandキクヅキドクグモ 7月11日水田中にて採る水の
上をよく走るJ
77. Pa，.dosa as/，.位e，.aL. Koch， 1878 ウヅキコモリグモ
. DolomedesωIgusliv白galllsKishida， 1936スジボソハシリ
グモ (高橋，1939)
78. Dolollledes slljl，.els L. Koch， 1878 イオウイロハシリ
グモ (図8L1A15) (高橋， 1939) 
[A15]♀(+卵嚢保持の♀ 卵嚢のみの図)i(種名表
示なし)1938年8月5日温泉郡堀江村大字福角の水田にて
採る胸部の腹函に践胸部の長さより大なる直径を有す
る卵嚢の球を触手にて抱きありー水面を歩くときには水
中に六分位も球が入り歩行甚だ不便らしい」
[A19]♂(スジボケ型)i(種名・採集データ表示なし)J
[A21]♀幼体 (+限域)i(同種名で表示 ・採集データ
なし)J
[備考]本種の腹部斑紋には多型があり， A19はスジボ
ケ型に相当ー
79. D%llledes saganus Bosenberg & Slral1d， 1906スジプト
ハシリグモ (図8M1 A22) (高橋，1939) 
[A22] ♀幼体 iDolomed，白 pallil，則前(Boese山ergel 
Slrand)スジプトハシリグモ.8月採集到たる所の山野の
草木 (開業樹)梁の上を俳佃せり」
(図8KIA18) (高橋，1939) 80. Pisallra lama B凸senberg& Slral1d， 1906 アズマキシダ
[A17]♀(+限域，卵護)r Lycosa T-insignila (Boesenberg グモ (図8N1802) (高橋，1939)
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[B02]♀(+限域)i(種名表示なし)1939年7月9日伊 1939) 
予郡牛ノ峰の麓にて捕るツワブキの楽に乱雑な糸10数 Oictynidae ハグモ科
本張り，卵嚢を触角 (著者ら1土これは触肢のこと)にて
はさめりJ 83. Dictyna folicola B凸senberg& Slr.and，ω06 ヒナハグ
[備考]高橋 (1939)では，Pisalra slrandi Kishidaヤマ モ(図9D/DI7)(高橋，1939)
ジキシダモ (現在は学名 -和名とも本種の異名)で掲載 [016J ;J' (+限域)i(表示種名同 じ)1939年5月28目白
宅の窓、柑山にて採取.2E‘柑の築の上面の溝になり し所に
. Perel1e(!1is fascigera (B凸selberg& Slrand、1906)ハヤテグ 簡単な糸をはりて其の中に棲む.多数のものは雌雄共に
モ (高橋，1939) 居りしもの」
[備考]高橋(1939)，植村(1939)には7e(/噌'010- [017J♀(+限域，ミカン築上の網の図)i(表示稔名
phlhalmo foscigero (Boesenberg elSlrand)キシダグモモド 同じ)1939年5月28日自宅の蜜柑の薬に居るを捕らえる
キの名称で掲載.植村 (1939)によ り， この記録が高橋 雌雄同棲して居りしものj
氏によ り高縄山で1938年8月25日に採集の根本に基づく
ことがわかるが，残念ながら図譜にはこれに該当すると Amaurobidaeガケジグモ科
恩われる図は含まれていなかった.
84. Iwogllnoa insidiosa L. K∞h， 1878シモフリヤチグモ
Oxyopidae ササグモ科 (図9E/Al1)(高橋，1939) 
[All]♀(+限域， 糸流)1シモフ リイオグモ (タナグ
81. 0.λryopes serlalus L Koch， 1878 ササグモ (図9AI モ科) 高繍山にて4月下旬採集木の洞釜等に巣を棚状
A33) (高橋，1939) につくる」
[A33]♀(+阪繊)I(種名表示同じ)9月10日採取.草
本類の業ょに緋佃すJ 口属 ・種不明の図
Clenidae シボグモ科
[A36] o' (+限域)1ネログモ (タナグモ科)フクログ
モ科?8月24自宅山にて採る.巣は赤土を取りし後の巌
に少しのi同をなせし雨i商を凌ぐところにコグサグモの如
. Anahi(ofollO Karsch， 1879 シボグモ (高橋，1939) き巣をつくる e 自分の居るところは一方の土の割目など
[備考}高橋 (1939)にはシポグモ科と して，本穫のほ であるJ[備考]ヤチグモの類であると考えられるが，類
かに， 1 PhaloClellS savidlls Kishida (朱発表)オハグロシ 似穫が多く穫は決定できない.
ポグモという種 (図3C)が掲載されている [G13J♀(+限域)18月10自宅山の土の崖にて捕る
[B01J♀「オハグロシボグモ PhalloClel1l1ssavid.川 棚状の小さき網をはるコグサグモの如く捨網なしJ【備
Kishida 8月23日福角山林にて捕る 考]ヤチグモ類であるが，類似穫が多く穫は決定できな
Agclenidacタナグモ科
82. Agelena silvalica Oliger， 1983クサグモ (図9B-C:9B I 
A12; 9c I A13) (高橋，1939)
[A12]♂(+眼域)1コグサグモ (タナグモ科)(採集
データ記入なし)J
[A13J♀(+卵嚢)1コグサグモ (タナグモ科)8月20
日富山にて採集」
し、ー
[G23J♀幼体 18月12日伊予郡丑ノ峰にて杉林の中
の枯葉 (落ちている)等の聞に土に面してクサグモの如
き巣を作る但し上部に彼の如く乱雑なる糸な し 奥の
方に常に住する筒状の巣あるJ[備考iヤチグモ類であ
るが，類似緩が多く穏は決定できない.
Liocranidaeウエムラグモ科
[A35J網 (モノクロ写其2枚)i(種名・データ記述なし)J 85. l10ls10 prolicolo (Bosenberg & Slrand， 1906)イタチグ
[G14]幼体 I(種名未記載)8月10日宅山の土の崖に モ (図9FI A03) (高橋，1939)
てとる棚状の小さき網をはるコグサグモの如く上部 [A01] ♀(+限域 )1 Italsila dorsilin倒的(Doenilzel 
に捨てあみなしJ ~u~ イタチグモ.8月24日宅山常緑樹の下の落葉中に
[備考1コグサグモ (正しくはコクサグモ)と密かれ て取る」
ているが， これらの図はDHItからクサグモと判断される [A03] ♀(+眼竣 )110(si10 dorsilineolα(Docnitz el 
Slrand)イタチグモ(フクログモ科)8月20日小豆畑にて
. Agelena opulella L. Kωh， 1878 コクサグモ (高橋， 採取」
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、
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図9.ササグモ科~エピグモ科.A:ササグモ (A33)(ササグモ糾).s.-C: :タナグモ科.B:クサグモt(AI2). C:クサグモ平 (AI3).D:ヒ
ナハグモ (017)(ハグモ桝).E:シモフリヤチグモ (All)(ガケジグモ科).F:イタチグモ (A3)(ウエムラグモ科).G-H:ツチフクログ
モ科.G:アシナガコマチグモ (F45).H:カパキコマチグモ (F46).[-M:フクログモ科・ 1:ヤマトフクログモ (GI7).J・ヤハズフクログ
モ (A7).K オピジガバチグモ (A8).L イナズマウラシマグモ (B11).M: ヤパネウラシマグモ (~ "タカハシツヤグモ")(A2). N・0
アシダカグモ科.N:コアシダカグモ (B7).0:カマスグモ (B4).P-Rエピグモ科 P:シャコグモ (A28).Q:コガネエピグモ (A26).R 
キハダエピグモ (n7)
Fig. 9. Oxyopidae 10 Philodromidae. A: Oxyopidae; Oxyopes serlattι(A~り B-C:Agel叩idae: B: Agelello sil，.alico (AI2). C: Agelella sill'atica 
(A13). 0: Diclynidae. 0: DictYllafoliicola (D17). Amaurobiidae: E: Iwogllllloa insidiosa (AlI). Liocranidae: F， Ilalsilla pralicola (A3). 
Milurgidae: G: Cheiracanlhilllll elllillha (F45). 1-1: CheiracanlhillllljaponiclIlI (F46)トM:Clubionidae・1:ClllbionajapOl1ica (G17). J:Clllbiona 
j附附da(AηK: CaSlialleira shax附 1ensis(A8). L: PIi川刊Iil11lsclarip酎(811).M: Phrurolith附 penna/.川(=九Hic"riatakahashii K回hida"， 
nom. nud.) (A2). N-O: Sparassidae: N: SinQPQdafol'cipala (8η0: ThelC'licopis sellera (84). P-R: Philodromidae: P:ηbellllsjoPQniclIs (A28). Q: 
Philod刷 nuSOw即 111$(A26). R: Philodi坤 m川 spnu加川(D乃
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Mi turgi d!aeツチフクログモ科 . Drassodes nox Donitz & Strand， 1906 クロワシグモ (高
橋，1939)
86. ChewOCOl1lhlllm eullllho Bosenberg & Slrand， 1906 ア
シナガコマチグモ (図9G/F45) ・Gnophosokompi1即日iSBosenberg & Slrand， 1906 メキリ
[F45]♀ f(表示種名同じ採集データ未記入)J グモ (高橋，1939)
[備考l高橋(1939)にはワシグモ科の下に，他に
r OenOS01l1u1I1 n伊>ponic111Kishidaアカネグモ」という名
称 (学名は原記載のない無効学名)が掲載されている.
fZel，針。ic!)oenOS01l1U1f1 Kishidaアカネグモ」というワシ
グモ科の穂が湯原(1931，p.l64)に掲載されており，これ
と同一種のものと恩われる[湯原 (1931)にはアカネグ
モの次のページにヒタキグモOenOSOll1l1l11spという名称
のクモも錫載されている].高橋図譜にこの名称を記し
た図はなしまた湯原(1931)の「アカネグモJも図は
ワシグモ風でありながら，屋内性で，f上顎 (鋲角)前縁
に5歯，後縁に3歯」などイエタナグモTegenoriodon附 lico
(Clerck， 1758) (タナグモ科)を恩わせる説明が付されて
おり，これが現在のどのクモを指しているか不明である.
87. Cheiraconlhiu1I1 joponic11111 Bosenberg & Strand， 1906 
カパキコマチグモ (図9H/F46)
[F46J♀(+限域と営巣の匡1)r (表示種名同じ)7月15
日面河入口にて採るJ
. Cheiracanthilllll lasciν'11 Karsch， 1879ヤマトコマチグモ
(高橋，1939)
口属 ・種不明の図
[A04]♀幼体 (+眼蛾)rCll1biOl凶 sp.フクログモのl種
8月24日富山に採取.草木の葉を巻いていること多しJ，
[輝君考]コマチグモの1種 Cheiracanlh川1sp.と思われる.
[G12J♀(+限域，巣)r9月1日宅山に採る女竹の棄
の端を内側に曲げて糸に白くつづり其の中に棲むJ[備
考]コマチグモのl種 CheiroconthiulI1spと思われる.
Clubionidae ブクログモ科
88. CllIbiona japonica L. Koch， 1878 ヤマトフクログモ
(図91IG17) (高橋，1939) 
[G17]♂f(種名朱記入)6月23日高縄山にて採集J
89. CllIbionojllclIndo (Karsch， 1879)ヤハズフクログモ (図
9J 1 A07) (高橋，1939).
[A07]♀(+眼域)f CllIbiona japonica L. Kochブクロ
グモ (フクログモ科)8月27日高純山麓にて採取閥葉樹
の禁を捲きて緩む」
[A34] 6' (+娘域)rClubiOnOjOp山licoKarschヤハズフ
クログモ 6月26日福角山にて採るJ
. CllIbiona japonicola B凸senberg& Slrand， 1906ハマキフ
クログモ (高橋，1939)
口種不明の図
[Aω]♀幼体 rClllbiona spフクログモl種幼，8月
13臼福角山林にて捕るJ[備考lフクログモ属は外見で
類似した種が多く，ほとんどの穫は生殖器の図がないと
種名は決定できない
[AI0]♀幼体 rClllbiollo spフクログモ1積幼，8月12
日自宅山林にて捕る』
Gnaphosidaeワシグモ科
ロ属-種不明の図
[Bω]♀「クロナツメグモ (ワシグモ科)，8月27日.
高級山にて採集」ー [備考1ワシグモ科のl種
[812J♀(+限域)r Drassodes sp，ワシグそのl稜7月5
日庭にある箱の底に居たJ' [備考]ヨリメケムリグモ属
か，タイリクケムリグモ属 (加村隆英氏)
[B13]♀(+眼域)rZelotes spワシグモl積 (産地 ・日
付記入なし)J[備考]ケムリグモ属のl種.
[G36]♀幼体 (+限域)f (種名表示なし)冬期，山中の
日当たりのよき所の草の中にある大石を挙げて採取す」
[備考1Zelolesケムリグモ属
Corinidaeネコグモ科
90. COSlianeira shaxiolensis Gong， 19邸オピジガパチグモ
(図9K1 A08)愛媛県新記録
[A05]♀(+眼域)rCOSlol1eu・o(sic!) l1iger Kishidaジガ
バチグモ (フクログモ科).8月20日小豆畑にて採集」
[A08]幼体 fCastaneira (sic!) sp.ジガバチグモのi種
幼， 8月23日，福角山林にて捕る」
[備考]本種に特徴的な腹部に青色を帝ぴた白色の検
帯が出ており本種と同定した.f Castaneira niger Kishiぬ
ジガバチグモ」は高橋(1939)にもリストされているが，
無効学名 (原記載がない)今日広〈使用されている和名
と旧名との対照を網羅的に鯛査した新海 ・谷JI(2∞4) 
では旧名 「ジガパチグモ」の対応が不明とされているが，
A05図は本穏に相当 していたことを示唆するなお，本積
が残念ながら愛媛県ではその後の採集記録がないが，愛
媛県は日本における本経の既知分布内にあり四国でも徳
??? ?
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島県で記録されているので本県の新記録としてとりあ Sparassidae アシダカグモ科
げる.
93. Heleropoda venalona (Linnaeus， 1767)アシダカグモ(高
口稜不明の図 橋，1939)
[A06J♀(+眼域)r Caslaneira sp.ジガバチグモ8月 [B08J卵嚢を保持する♀ (写真).r (種名表示・採集ヂー
20日，小豆畑にて採取J. [備考}細長い背甲の形状から， タなし)J
ジァゲパチグモ属 CaSlianei1ロの1緩と思われるが稜は確定
できない(加村隆英氏のご教示による). 94. Sinopoda jorcipala (Karsch， 1881)コアシダカグモ(図
9N I 807) 
91. Phmro!ilhls c/aripes (Donitz & Strand， 1906)イナズマ [807J♀(+限域)r(積名表示なし)9月98富山の雨
ウラシマグモ (図9L1811) (高橋，1939). のかからぬ土の崖下にてとるJ
[811J♀(+限域)r Drasodes (sic!) sp.ワシグモのl穫.
6月23日高縄山頂上にて取る 小さき赤蛾の集れる付近 95. Thelclicopis se阿川(L.Koch， 1875)カマスグモ(図90
に俳佃せるものにして一見赤蟻に似る (落葉の中)J I B04) (高橋， 1939) 
[804J早(+限域，営巣の図)r(表示種名同じ)6月20
92. PhrurolilhlS pennafus Yaginwna， 1967ヤパネウラシマ 日宮山後山にて採取，メダケの葉を重ねて綴り合せてい
グモ(図9M1A2) る中に白き糸にて巣をつくりかくれいたりj
[A02J ♀r Micariya (sic!正しくはMicaria)lakahashii 
Kisllidaタカハシツヤグモ(生態などの記述は前述参 内lilodromidaeエピグモ科
照)J
[備考]高橋 (1939)には rMicaria fakahashi (sic!) 96.刀bellsjaponicls E血nik.，1999シャコグモ (図9PI 
Kishida 朱発表タカハシツヤグモJとして出ている.タ A28) (高橋， 1939) 
カハシツヤグモをヤパネウラシマグモと判断した理由に [A28]♀(+阪域)rηbellS lenetrus (L. Koch)シャコグ
ついては前述した モ.7月4日福角山笹の中にて採る」
-刀.achelasjaponi.叩 sBosenberg & Strand， 1906 ネコグモ ・ηbell/Soblonglis (Walkenaer， 1802)スジシャコグモ (高
(高橋.1939) 橋.1939)
Gnapnosidaeワシグモ科 97. Philodromlls allreolls (Clerck， 1758)コガネエピグモ
(図9QI A26) 
口属 ・穏不明♀幼体(本科の同定とそれらの根拠はいず [A26J♀「コガネエピグモ (カニグモ科)8月27日高
れも加村隆英氏のご教示による) 縄山にて採取」
[809J♀(成体か幼体か不明)rクロナツメクモ (ワ [A27J♀ 「コブfネエピグモ (カニグモ科)キイロエピ
シグモ科)8月17日高縄山にて採集J[備考]ワシグモ グモ?8月24自宅山にて草の紫面にて捕る」
科のl種とまでしか同定できない」
[812J♀(+限域)r Drossodes sp.ワシグモのl種7月5 . Philodrol，川町 olriCOl/IlSL. Koch， 1878 キンイロエピグ
日庭にある木絡の底に居たJ[備考]全体の色あいと後 モ (高橋，1939)
中眼が大きいことから，Drassylusヨリ メケムリグモ属か
η官chyzelolesタイリクケムリグモ属のいずれかのl種と考 98. PhilodromllS spil1i的rsisSimon， 1895 キハダエピグモ
えられる (図9RI∞7)(高橋， 1939) 
[813]♀? (+眼域)r ZelOles sp.ワシグモのl種 (採集 [006J♂ (+限域)r(表示種名同じ)7月2日宮山にて
データ記載なし)J[備考]全体の色合いと後中限が小さ 捕る.大いなる松の皮の闘に滞む」
いことから，Zelol出ケムリグモ属のl種と考えてよい [凶'7]♂r(表示種名同じ)久枝運動場 1939年6月9日」
[G36]♀(+Im域，糸沈)i(種名記載なし)冬期山中
の日当たりよき所の草の中にある大石を挙げて採取す」 口種不明の図
[備考]上と同様の漂白により，Zelolesケムリグモ属の1 [A30J♀(+限竣，卵糞写真)rイナジエピグモ (カニ
穫と考えられる. グモ科)12月中旬松樹の木皮(大)をはぎし際採取J.【備
考Jrイナジエピグモ」という和名は，湯原(1931)にも
?
?
? ?
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図10.カニグモ科 (A-J)とハエトリグモ科(J-!R)ーA・ワカパグモ (A32).s:トラフカニグモ (A25).c:ヤミイロカニグモ (02).0:ニッ
ポンオチパカニグモ (F34).E:フノジグモ (A29).F:コハナグモ (D4).G:ハナグモ (05).H:ガザミグモ (A31).J:アズチグモ (03).
1・K:アリグモ (J.Fl9; K， Fl8). Lヤサアリグモ (F16).M ネコハエトリ (F37).N アオオピハエトリ (F40).O イソハエトリ (Fl3).
Pタカノハエトリ (G33).Q マガネアサヒハエトリ (F8).Rキアシハエトリ (F4)
Fig. 10ηlQmisidae (A-乃andSalticidae (J-R). A: Oxylale sl/'ialψes (A32). s: Tma/'us pige/' (A25). C: Xyslicus croceus (02). 0: Ozyptila 
，咋Jpomcaσ34).E:伽!aemaglobosum (A29)ーF:D回easubdolaゅの G:Ebrechtel/a Iricuspidala (05). H: P;slius undulalllS (A31). 1: Thom;sus 
lab ψctls (O~り• J-K: My/'marac/mejaponica (1， Fl欧9吹;K， Fl助8め).Lじ:My戸VI附'r円円.η吹明j広m削R"附arac/t附n柑1憎e問e剖rmr応che陪lisισ刷l均6め).M枇:c.白01'門!ヲ吻d岬。ωh初2叩削刷o肘仰"附1/.川，柑'$1'a仰n川1的伽h初f叩o申'g/'，酬 m刷 0σ3幻7).N除: 
Sile白'，.c白，叩抑2由即，ιsσ40め)一O:Ha“A初 himeshimen$i$σ13).P: Heliopha'lII$ sa，'imaxilli$ (G33). Q: Phinlella 0崎町calor(F8). R: Phinlella bifil吋 ilinea
σ4) 
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新j毎・谷川 (2∞4)にも掲載されていないエピグモ属
Philodromllsでキハダエピグモあたりかと思われるが，種
名決定困難である.
Thomisidacカニグモ科
99.α~ylale Slrialipes L. Koch， 1878 ワカ/{グモ (図10AI
A32) (高橋， 1939) 
[A32]♀(+限嬢)r(表示種名同じ)8月12日，伊予郡
丑ノ蜂にて採る 緑ー業の上を緋御する」
lω 刀P附'/ISplgel刊laickcnaer，1802)トラフカニグモ(図
10BI A25) 
[A25)♀(+1浪峻)rコハマキグモ (カニグモ科)8月
20日」
101砂'sliclIscroc回βFox，1937 ヤミイロカニグモ (図
Hあ PiSlillsIIndlllallls Karsch， 1879ガザミグモ(図10H1 
A3l) (高橋，1939)
[A31]♀(+阪城)r P'SIIIIS II"lII1Call日(P剖las)タンパグモ
5月30日高綱山の中麓にて取る.尺取虫を食うて (頭部)
いるを見る」
[備考]高橋(1939)でも rPislilJS IruncalllS (Palas)タ
ンパグモJとして出ているが学名は誤同定タンパグモ
はかつて使用された本経の異名.
107. ThomislIs labゆCIISKarsch， 1881アズチグモ (図1011
D03) (高橋，1939)
[D03]♀「刀'IOmisillsalblls (Gumelin)シロアズチグモ.
8月20日小豆畑にて採取」
[備考]高橋(1939)でも「刀IlOmisillSalbus (GumeLin) 
シロアズチグモ」として出ているが学名は誤同定.シロ
アズチグモはアズチグモの異名，
10C 1 002) (高橋，1939) ・砂'SliCIS川slI/icolaB凸senberg& Strand， 1906アズマカニ
[D02]♀(+眼域)r砂'$liclISephippiallls Simonヤミイ グモ (高橋，1939)
ロカニグモ.8月27日高縄山に採取」
102.0z)伊lilanipponica Ono， 1985 ニッポンオチパカニ
グモ (図10DIF34) 
[F34]♀(+卵黄を保護する ♀の図)rSil/.λ(sic!) sp. 
1938年7月10日福角山4こて採る雌笹の落ちて枯れたる葉
の中に卵嚢を付けて比のよにありてこれを保護せり」
[備考1Si/liαISはハエトリグモ科のl属 (和名ナミハ
エトリグモ属)• 
103. Synae/llo globoslImσabricius， 1775)フノジグモ (図
10EI A29) (高橋，1939)
[A29] ♀(限域と何かの写真)iSyllaemo globoslI/II 
jOp仰lico(sic!) Karschフノジグモ(カニグモ科)高縄山
古都こて採取.コナラのよを俳佃せるものを見出す」
[備考l今nae/llagloboslIm jopollicoの rJoponicaJは正
しくは ijapOl1icl/llJ この車種名は現在使われていない
104. Dioeo slIbdola O. Pickard-Cambridge， 1885 コハナグ
モ(図10F1004) 
[D04]♀(+限域)iコハナグモ 7月25日，面河にて
採取」
105. Ebrechlello Iricllspidala (Fabricius， 1775)ハナグモ (図
10G/D05) (高橋，1939) 
[005]♀ r MislI/IIena IriclIspidala (Fabricius)ハナグモ.
8月17日ハマゴウにて採取 5月頃，常緑樹の花の咲ける
所に多し飛来せる小虫を食うj
Salticidaeハエトリグモ科
108. Myrl1aracll1e japonica (Karsch， 1879)アリグモ(図
101・K:1011 F19; 10K 1 F18) (高橋，1939)
[Fl8] o' (+限域図)i(種名表示なし)J
[F円I悶9]♀i.t¥か7川'10ωrachn問ejo，αIpOI1/C.ωo(似Kくars内cぬh)アカアリグモ
lω93ぬ9年5月道後公圏南堤防にて捕る」
[F20)♀(+限域)r Myrmorachne joponico (K制ch)ア
カアリグモ (ハエトリグモ科).8月27日高縄山頂の落葉
のよにて採集す」
[F24] 幼 (+非彩色の体の拡大と実物大表示)
「同mllarochnespアリグモのl種幼 8月23日福角山林
にて捕る」
109.刈l/7/1araclmeinel7nichelis Bosenbcrg & Strand， 1906 
ヤサアリグモ 〈図10LIFl6) (高橋，1939)
[F16]♀(+顕胸部の前方観)rc表示学名同じ)クロ
アリグモ 10月富山にて採取J
[Fl7]♂(+頭胸部拡大)i(表示学名同じ)クロアリ
グモ 8月却日，小豆畑にて採集」
[住F22] ♂(い+線画の拡大図，鉄角，尾端の拡大)
「幼J勿'rI1I悶α印rachn即es叩p.(アリグモのl種)6月3日温泉郡掘江村
街角山林にて捕らえるJ
lO. ConvhOlllS xanthogrommo (Latre:ile， 1819)ネコハエト
1) (図10M1 F37) 
[F33]♂亜成体 (+実物大図)iSillix (sic!) sp. 1939年8
月15日福角山にて採る」
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[F37)♀ i Sillx (sic!) sp. (採集データ記載なし)J 
[F38] O' i Sili;、(sic!)sp. (採集データ記載なし)J 
[備考]S1l11Xや511仰はS，I1'C/lS (ナミハ.Lトリグモ属)
の誤記と恩われる.
. Ponco/'i/ls c/'ass伊es(Karsch， 1881)アシプトハエトリ(高
橋.1939)
111. Sile/' Cl抑制$Simon， 1邸8 アオオピハエトリ(図
10N I F40) 
[F40]♀ i Sillx (sic!) sp. 6月26日福角山にて取る」
[F41]♀(+限域)rクスミハエトリグモ(ハエトリグ
モ科).8月20日， 小豆畑にて採集」
. Pselldici/lS Vll~フes(Grube， 1861)イナズマハエトリ (高橋，
1939) 
112. Hakka himeshimef/sis (D凸nilZ& Slrand， 1鈎6)イソハエ
トリ(図100/Fl3)
[F13]♀ r Me/1emef'/I$ Irim田hime/1sisD凸lU位&Str.イソ
ハエトリグモ 1938年8月11日温泉郡婦江村海岸にて取
る.波止場の石崖の石を俳個しておるもの安山岩の色
に似る或いは乾燥せり水の垢ににたるため見難しJ
[F14]♂ 「イソハエトリグモ.1938年8月比日温泉郡
堀江村海岸にて捕る披止場の石崖を走れるものなり」
113. Heliopha/ll/ssavimaxil/is Bosenberg & Slrand， 1906タ
カノハエトリ (図lOP/G33)愛媛県新記録
[G33]幼体.rSillix sp. 1939年8月15日堀江海岸 ・和気
海岸のカワラヨモギの楽に居るものを捕るJ
[1簡考]同定は池田博l努氏による腹部背面にl対の黄
色の縦条が目立つのは本穫の幼体の特徴(池田氏私信).
本極は平地の河原の地表や下草の問に見られる種で (新
海，2∞6)，原図にあるよの生息地の記述もこれと整合す
る 愛媛県を含めこれまで四国からは未記録であるが，
比較的特徴のはっきりした種であるので，愛媛県新記録
として取り上げる.
114. Phi/lel/a arenicolor (Grube， 1861)マガネアサヒハエ
トリ (図10QI F08) (高橋，1939)
[F08] ♀ (+限域)r Jollls difficilis B凸senbergel Slrand 
マガネアサヒハエトリ.1939年5月28日宮山にてカクレ
ミノの楽の聞に居るを捕らえる」
[Fω]♀(+限域)r JOI/lS difficili$ Bosenberg el Strandマ
ヵ・ネアサヒハエ トリ 9月5日福f!J山林にて捕る」
115. Phif/lel/a向(/lrcilurea(Bosenberg & Strand， 19凶)キア
シハエトリ (図lOR/F4)(高橋，1939)
[F04) O' (+限域)r Hoso/'ius CI1IC拘 Doen山 etStrand 
ジウノジハエトリ♂ 8月20日小豆の畑にて採取」
[F31] ♀(+眼域)r TelolllOlllO bifllrcrlll1ea Boesenberg 
et Slrand キヤシハエ トリ グモ ♀.7月4日福角山地にて
採る」
[備考1HasarulS c/'llcifer Ooenitz et Strand，ジウ (=ジュ
ウ)ノジ‘ハエトリ，ともに本経の古い異名 TelolllOf/ia属
はPhinlel/o属の異名.
116. Phi/1lella ve/'sicolor (C. L.Koch， 1846)メスジロハエ
トリ (図llA・B:llA/F01; llB/F12) (高橋， 1939) 
[F01]♂r Aelu/'illlls dimO/phlls Doenitz el Strand クロ
スジハエトリグモ 8月17日，自分の机上にて採るJ
[F12]♀(+限域)r Jollls mll/1iflS Bosenberg et Strand (メ
ガネアサヒハエトリグモ).1939年6月l日，私宅の木セイ
の葉から下るところを捕らえた」
[G06]♀ r(種名，採集データ朱記入)J
[備考1Aelllrilllls dimoJpl1l1sとクロスジハエトリグモは，
ともに本種のそれぞれ学名と和名の異名
117. PI，臥l'ippOid，回 an/1l1lipedis(S. Saito， 1939)マダラスジノ、
エトリ (図11CI F39) 
[F39]♂ r Sillx (sic!) sp. (採集データ未記入)J
118. Plexippoides doenifzi (Karsch， 1879)デーニッツハエ
トリ (図110I F28) (高橋，1939)
[FIO] 幼体 (+限域 )r JOI/l$ 1/1l1/1ill$ Boesenberg et 
Strandアサヒハエトリグモ (ハエトリグモ科)幼.8月初
日小豆を作した畑で採取」
[Fll] ♀ (+眼域)i JOlllS 1l1lll1illS Bosenberg et Strand 
アサヒハエ トリ グモ (ハエトリグモ科)(採集データ記
入なし)J
[F28] ♀(+眼域，:lil:の写真 )i Rolmhoo /lOkOlllll1'G 
Kishidaナカムラハエトリグモ (ハエトリグモ科)6月26
日採る，福角山の雑草中にて 眼域は蝿虎として狭〈各
限が接近している腹背の模様甚だ美しい」
[備考]Joflls l711niflS Boesenberg el Strandアサヒハエ
トリグモは現在メスジロハエトリのシノニムとされてお
り，事実，図Fl2は正しくメスジロハエトリと同定された
が，F10，Fllはデーニッツハエトリと考えられる F28の
ナカムラハエトリグモについては別記した
119. PI，由 ipp/lspoyklll/i (Audouin， 1827)チャスジノ、ェトリ
(図llEI F26) (高橋，1939)
[F25]♀(+限域)i(表示種名同じ採集データ未記入)J
[陀.6J♀fチャスジハエトリグモ (ハヱトリ グモ科)
9月上旬宮山にて捕るJ
[F27J♀(+限域)r表示種名同じ採集データ未記入」
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図1.ハエトリグモ科(続き).A・s:メスジロハエトリ (A.Fl; s， F12). C:マダラスジハエトリ (F39).0:デーニッツハエトリ (F28).
E:チャスジハエトリ (F2.6).F:シラヒゲハエトリ (08).O-H:ヨダンハエトリ (0:F15;:I'， F32). 1:オスクロハエトリ (F7).J:ヤハズ
ハエトリ(ClI).K:カラスハエトリ (F30).L:ウデプトハエトリ (F2).M・マミジロハエト 1)(F43). N・オオクマアメイロハエトリ
(09).0， Sibianor sp.σ42) 
Fig. 1. Sallicidae (conrinue<l). A-B: Phinrel/a四 l'-ticnJm・(A，Fl; B， Fl2)とPI，且抑mid4目。nmd.ケ)i!dicσ39}.0: PI，出 ipl'nide_tnnenitziσ28弘E:
PI由 'ppllSpの，1.1I1/i(F26). F:Menemeru$ flllvlIs (08). O-H: Malpi$sa plllla (0: Fi5; F， F32). 1:Mendoza canC$lrini (F乃 J:Mendoza elol7g祖師
(Cll). K: Rhene alralaσ30). L: Harmochirus inSllanlSσ2). M: Evarcha albariaσ43). N:高シ'l1agelide，ふannae(09)ー0:Sibianor spσ42) 
ロo.Menemems /II/I'IS (L. Kωh， 1878)シラヒゲハエトリ [Fl5J♀(+眼蛾，腹部阪商)r Menemerus plllla (Karsch) 
(図llFI D8) (高橋，1939) ヨダンハエトリグモ.8月8日福角山にて採る」
[08J♀r Menemerll$ bracl，リ'gnal1lS刊 0陀1和名未定.8 [F32J幼体 (+腹部末端拡大)rSillx (sic!) sp. 9月5日福
月中旬自宅の墜にて採る」 角山林中にて採る小さき蜘妹なり 」
[備考]Menemerus bracliザF悶fω(Thorell，1877)は和名
アゴプトハエトリで，学名 .和名とも本主稜重のシノ二ム高 12勾2.Mendoza cωα仰neslr川F附n川J川i(刷Nu叩n川niin Ca飢neωst加r口m汀ini& Pav刊es釘1，
橋 (α19幻39め)にはシラヒゲハエトリは rMe制ne，仰'1川1附e臼，川./川，
B凸ωsen日lber尽g&Sl岡悶剛E口凶1刈d，1凶90侃6 ハエトリグモ」という名称で [F06J o' (+限域)r fcillS magisler Karsch o'， クロハネ
掲載されている こーちらの学名も本畿のシノニム グモ (オスグロハネグモ).1936年11月稲田にて採る 苗ー
代の時より稲の楽に棲む」
121. Matpissa plllla (Karsch， 1879)ヨダンハエトリ (図 [F07J♀(+眼域)r Icius magis的 Karschクロノ叶、グモ
1lG-H: llG I F15; llH / F32) (高橋，1939) ♀(ハエトリグモ科).9月上旬，潮見村志i孝川にて捕る」
?
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[G01]♀(+限域)i(種名未記入)9月10日採取稲の
楽にかくるをとる」
[備考]潮見 (しおみ)村は煽江村とともに1940年8月
以降，松山市.
123_ Mendoza elongala (Karsch， 1879)ヤハズハエトリ (図
1lJ/C11) (高橋，1939)
[C11]♂ 「珍品 Meol伊al'eSI叩 losaE. Simonヒシガタ
ヒメグモ (ヒメグモ科)1938年7月10日福角山に採取」
[備考]前述したように，ヒシガタヒメグモは高橋氏が
掘江村で採集した標本に基づき植村(1939)によって日
本新記録として報告された穫であるが，高橋氏が植村氏
から最初にその報告を受けた際に誤って本図にその名称
を記したものと思われる.
124. Rhene afraω(Karsch， 1881)カラスハエトリ (図llKI
F30) (高橋，1939)
[F29J ♀(+体本体拡大，倶IJilii輪車~) i (表示種名同じ)
1938年6月26日採取す 福ー角山林にて」
[F30] t (+実物大)i(表示種名同じ)1939年8月15日
稿角山にて捕る」
125. HarmQchirus insufallS (Kishida， 1914)ウデブ トハエ
トリ(図llLlF02)(高橋，1939)
[問2]♀(+眼域)i Harmochims brachiall1s (刊orel)ウ
デプトハエ トリグモ (ハエトリグモ科).8月20日畑の小
豆中にて採取J
[備考]学名は誤同定
126_ Evarcho oJborio (L. Koch， 1878)マミジロハエトリ
(図11MI F43) (高橋，1939)
[F03J♀ r(表示種名向じ)10月上旬富山にて採るJ
[F05]♀(+腹背の終縁)r HyJJ悶 lomperliBoescnbcrg 
et Strandランベルトハエトリグモ 8月13日，福角山林に
て捕る」
[F43]♂i(種名表示なし)8月上旬採るJ
[G03J♀ r(穏名表示なし)8月2日温泉郡潮見小学校
にて採るJ
[∞'7J♀ r(種名表示なし)8月12日:丑ノrIl斜こて採る」
[G08J♀幼体r(種名表示なし)10月上旬富山にて捕る」
[G28J♀ r(種名表示なし)10月上旬宮山にて採る」
[備考]時JJuslampel田1iBωsenb町 etStrandランベルト
ハエトリグモは本経のシノニム.
127_ Synage1ides annae Bohdanowitz， 1979 オオクマアメ
イロハエトリ (図llN/Oω)
[Dω]♀(+限域)rGenus ? sp. ?属稜未定.1939年5
月27日，宮山の柴の中4こて捕らえる」
[F21J♀(+眼域)rMyrmGl司clmespアリグモ 1939年
7月31日，福角山林中の草の中より捕らえる体甚だ小に
して，黄褐色の小令る蛾に酷似す.動作の稀，異れるによ
り知りたりJ
口種不明の図
[F36]♀(+実物大)i Sil1X (sic!) sp. 1938年7月10日福
角山にて捕る.植物の腐っている中の隙聞に棲む.色l菅褐
なれば甚だ見つけがたしJ[備考]地onspネオンハエ
トリ属のI種 (池田博明氏同定)本属は土機リター中で
よく見つかる小型のハエ トリグモで数穫が記載されてい
る.愛-媛県からは NeonlIinl1l1S Zabka， 1985コガタネオン
ハエト リのみ生息が確認されているが (観崎ら， 2011)， 
今後複数種見つかる可能性があり，また外見のみでの種
までの同定は無理なのでここでは種までの同定は保留す
る.
[F42]♀(+眼域)iキパラハエトリグモ (ハエトリグ
モ科)(採集データ来記入)J(図110)
[備考]池田博明氏よりSibionorツヤハエ トリグモ属
のl穫と伺定いただいた本属には日本から5穫が既知
で，愛媛県では，うち，Sibianor plJlIS (B凸senberg& Strand， 
1906)キレワハエトリが小田深山や松山市重信川で記録
されている (山本・西川，2∞0-鶴崎，2∞2)
[F23J♀(+限域)rめmnoroclmesp.アリグモのl種J[備
考]アリグモ属であるが種名決定無理ー
[F35]♀ (+眼域，体側面輪郭図)iSiflix spハトリグ
モ(sicりのl種 1939年6月14日，久枝小学校の記念碍の石
を俳個せるものを捕らえるJ[備考]コゲチャハエトリ
グモのl種
[G02]♀ i(種名，採集データ記載なし)J[備考]ハ
エトリグモ科だという以上には同定できない.
[G05J♀ r(種名，採集データ記載なし)J[備考]ハ
エトリグモ科だという以上には同定できない
Order Opilionesザトウムシ目
Suborder Eupnoiカイキザトウムシ亜日
Family Scleroson削減aeカワザトウムシ科
Subfamily Gagrelli目的Thorel，1889フシザトウムシ亜科
L Melanopa gl加 disRoewer， 1910オオナガザトウムシ
(図12AIB10) 
[BlOJ♂(+体腹商，体側面Hクロヒトハリザトウ (ザ
トウムシ科)10月下旬，高純山にて採取.クマザトウムシ
より遥かに歩脚短し体長これに比して長味あり.虫眼鏡
によれば背面は鮫はだの如き或いはコークスの如き感あ
り 一 第2~~脚5節と 6節の問に白色となる 一 触貸!の先端節白
く，其の他黒色.服部援赤色ありて関節の横縞らあり.頭
胸部と腹部の境に量産2あり其の直前に限丘あり.腹背の
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図12.ザトウムシ日 A，オオナガザトウムシ(瀬戸内沿岸型)(BIO). B，ヒコナミザトウムシ (B6).C，ニホンアカザトウムシ(B5)
Fig. 12.Opilones. A白Melanopagl'Ondis (C川町n-Setouchirace). (B 10). B:Nelima Itigricoxo (86). C: I:.pedonelllls 川'bel'cllollIS(B5) 
中央に突起の大なるがl倒あり」
[備考l本極は愛媛県の山地に広く分布する大型のザ
トウムシ体のサイズと形，雄の触肢，雌の生殖板など
に地理的分化が顕著で，日本本土には3地理型が認識さ
れるが，図は明瞭広瀬戸内沿岸型 (鈴木， 1986はこれを
Mel，削 opasaloi Roewerとしている).この型は九州北部 -
凶国中西部・本州中園地方西部に分布する一腹部背面 (第
2背板上)にl本の長い針状の臓をもっザトウムシとして
高純山には他に Gagrellula1m・'lIgmω(Loman，ゆ02)アカ
サピザトウムシが生息するが，本穫は体が全体に黒茶褐
色であることと体が長めであることで容易に区別でき
る 年ーl化卵越冬で成体がみられるのは7月初句から10月
まで.腹部がスリムであることでこの図は雄であること
がわかる (産卵期の9-10月に雌がこれほどスリムであ
ることはない)
Subfamily Leiobuninae 8anks， 1893 
スベザトウムシ亜科
2. Nelima nigricoxa Sato & Suzuki， 1939 ヒコナミザトウ
ムシ (図128/806)
[806] o' (+体腹商，限丘，腹背)rクマザトウムシ(ザ
トウムシ科)10月下旬高純山に採取頭胸部平たく眼丘
は高し交尾期10月中 ・下旬頃雌，頭胸部 -腹部雄より
大なる.色，雌は黒緑色の汚きものなり.雄黒き光沢あり.
第H再2歩脚にて雄 (注;これは 「雌」の令き誤りと息わ
れる)の第l第2脚を聞く抱き占め，触手を生殖門に差し
入れるな り 数分にして豊臣るj
[ ~簡考] 福井県 ・ 三重県以西の西日本で比較的低地か
ら高所まで広域にみられる最普通種である.体長や脚長
には地理的変異が8立つ.イ本の斑紋 ・色彩にも地理的変
異が目立つが，これは最終脱皮からの日齢によっても変
化するこの図は全体に黒みが非常4こ強く，四国産の本穏
の維の特徴がよく儲かれている交尾に関する記述があ
るが，r触手を生殖門伝差し入れjの「触手(触肢のこと)J
は「雄の交尾器 (陰茎)Jの見誤りと息われる.本経では
維の触肢は交尾崎には雌の第2歩脚基部にかけて雌の体
を保持するのが通常である
Suborder Lanialores Thorel， 1876 アカザトウムシ亜日
Family Epedanidae カマアカザトウムシ科
3. Epedanellus IlIberculallls Roewer， 1911 オオアカザトウ
ムシ (図12C/805)
[805]♀(+触肢側面)rオカヤマムシ 10月宮山のコ
シダの暗い湿り気のある中を刈り取りて採取活動鈍し
頭胸部の前方近き所にl個の練を具う触手は体のH音半
以よあり，其の先端の2節は紡錘形にして内側に練を有
す.腹部に節あり」
[備考}福井県以西の本州，四国，九州の森林林床の落
葉リター，石下などに生息する種である.これに近縁で
同所的に生息するがはるかに個体数が多いPseudobianles
japoniclls Hi路1，1911ニホンアカザトウムシ (1930年代の
日本詩文献では岸田氏が与えた「タンゴムシ」という
名称で出ている白やはり岸田がEpedanellu$laevis Roewer， 
1911に対して与え，植村1934が使用した 「コヤマムシj
もニホンアカザトウムシの呉名である)とは体のサイズ
がかなり異なるが，外見は酷似しており，触肢槌節の側面
の拡大図がないと両者の織別は困難である 805図には
右上に触肢の側面図が出ているが，拡大率が小さく触肢
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腿節下面の練の配列の有無が確認できない.しかし，B05 
図の右上に表示されている r3倍拡大」という倍率から
徳本のサイズを推定すると背甲長は4.2nml'であり，微妙
であるがオオアカザトウムシと考えるほうが無理がない
(ニホンアカザトウムシは3.5-4.0 mm)松山市内でのこ
れまでの採集頻度は，ニホンアカザトウムシをlとすると
本綾は0.2であるが，両種とも松山市福角付近には生息す
ると考えられるので， [B05Jはオオアカザトウムシと判
断した
なお，rオカヤマムシ」という和名はこれまで文献上に
は現れていないが，本穫のタイプ産地が rOkayamaJ(採
集者はHansSauler)なので，岸田が本種に対して与えた
ものと推察される.
高橋き房総氏の略歴
高橋幸雄氏 (図13)のご遺族に取材して判明した同氏
の略歴は下記のとおりである.
明治34年(1901年)11月20日.温泉郡堀江村大字福角
(現在，松山市福角町)にて，柑橘燐家高橋浅蔵 ・イシ失
姿の長男として生まれる.同地に育ち，愛媛県師範学校に
学ぶ
大正8:!F(1919年)教員免許を取得，北宇和郡三間村三
間小学校 (現在は宇和島市)に赴任する.以後，潮見小学
校，和気小学校，粟井小学校，久枝小学校 (いずれも現在
は松山市)等に赴任，教鞭をとるかたわらクモの研究を
進める
図13.i時橋幸雄氏の写真ー自宅近くのセンダンの古木の前にてー
微量三時期は不明
Fig. 13. Yoshio Takahasbi in froll of a huge old lrce of Melia 
azedarach (Mcliaceae) near his home io Nakasuji， fukuzumi.cho， 
Malsuyama Cily. The dalC 00 which lhe phOIO was laken is unknowo. 
昭和6年(1931年)八木繁一氏が著した「愛媛県動物誌」
の蜘妹類の項に，高橋幸雄氏の研究成果が引用される今こ
れは和名のみのリストである.
昭和11年(1936年)東亜蜘妹学会の創立とともに加入，
創立会員となるー
昭和14年(1939年)愛媛県産蜘妹目録を東亜蜘妹学会
の会誌 rAcla ArachnologicaJに発表するこの頃，地元の
新聞に 「タカハシツヤグモJ新種記載の記事が掲載され
話題となるー
昭和20年 (1945年)掘江小学校校長として内示を受
けていたが (常磐井 1977)，終戦を機に教職を辞す以後，
営農のかたわらクモの研究を進める森川園康氏や三好
保徳氏など愛媛を拠点に活躍した多足類 -倍足類研究者
らとの交流は，戦前ーから晩年まで続いたI
昭和52年(1977年)2月16日没享年76歳
以下は補足である
高橋幸雄氏の生家はもともと県内でもかなり早い時期
からの柑橘農家で，国の品評会で賞をとられたりもして
いた経済的にも裕福だったようで，高橋氏は幼少時から
バイオリンを習っており，また，観察記録用にドイツ製の
カメラを愛用されていたとのことである図譜には当時
としては珍しいクモの生態の接写写真が添付されている
図がいくつか見られたが，これらもそのカメラで高橋氏
が自ら撮影したものと号、われる一
高機図譜のクモの図は1930年代当時に出版されていた
湯原(1931)や小松 (1936)のクモ図鑑の図と比較して
質が非常に高い.とくに陸自されるのは，その精密な彩色
である原図の多くは実物の2倍拡大程度，つまり，多くは
体長で1.5-2cmほどの大きさにしか捕かれていないが，
どれほど細い鐙を用いればこのように仕上げられるのか
と思うほど，斑紋が鰍密に捻きわけられている非常に画
才に長けた方であったことが窺われるー
ご家族のお話では終戦後も，営農のかたわらクモの
研究を続けられていたとのことであるが，戦後は，東
亜蜘妹学会を退会されたことが， 1947年3月発行のAcla
Arac加ologicat.Vol.10， Nos. 1/2の会員消息、によって知
ることができる(この雑誌は戦後の混乱で1946年中に
は発行されなかった)書簡の存在によって，三好保徳
氏 (ゅω-1995:略歴 -業績については多足類懇談会発行
Takakuwaia誌，No.28，三好保徳博士追悼号1996および
Tsurusaki， 1996を参照)や森川園康氏 (1919-2∞9:略歴・
業績については日本土岐動物学会発行Edaphologia誌，
No.86， 2010および鶴崎，2∞9を参照)など愛媛を拠点に
活躍したクモガタ類・多足類研究者らとの交流は，戦後
も続いていたこ左がわかるが，実質的な研究活動からは
高橋氏はおそらく1939年の「愛媛県産蜘妹目録j発表後
まもなく手を引かれたのではないかと思われる
-30-
舘崎展e.小林n苔
Iタカハシツヤグモjについては前述したように岸 そもそもこの図譜は高橋泰明氏によって愛媛県立博物
田久吉氏が新種となることを氏が考えた名称とともに 館に寄贈されたものだとのことであるそれがなければ
高僑氏に伝えたが，記載論文はついに発表され会かった 今回の資料調査は可能に会ら令かった以上の方々に厚
(岸田氏は1968年没)したがって本穫の学名は無効のま く御礼申し上げる白
まで，正体が不明であったため和名も消えてしまった今
回の図の検査により，本種が八木沼健夫氏によって1968
年に新稜として記載されたヤパネウラシマグモに相当す
ると推定できた(加村隆英博士のご助力による)ことは
著者らにとって喜びである
なお，在籍期間は1f!:なっていないが，魚類，ザトウムシ
類，多足類の分類学で活躍された三好保徳氏，新居浜市に
在住し多足類の分類で多大な業綴を挙げられた村上好
央氏(1925-1997略歴 ・業綴については， Takakuwaia誌，
No.29，村上好央先生追悼号，凶97を参照)， クマムシ，カ
ニムシ，土嬢ダニ類の分類を開拓された森川園康氏はい
ずれも愛媛県師範学校の卒業生である (森川氏はその後，
さらに広島高等師範学校へ進学).これら3氏とも終戦前
から東亜蜘妹学会に在籍しており，研究材料の選択など
において，高橋幸雄氏から何らかの影響を受けることが
あったかもしれない
愛媛県のクモに関して高橋氏に先んじて関心をもって
いたと恩われる人物として，イヨグモ (岸田 1914，1913; 
森川，1972;鶴崎， 2∞3)の採集者として知られる宇和品
市在住の今泉虎雄氏 (高橋氏とおなじく東亜蜘妹学会の
倉IJ立会員で，退会者名に高橋氏の名前のあるのと同号の
Acta Arachnologica誌Vol.10， Nos. 12の会員消息に森)11図
康氏からの通知として同氏が1945年l月20日に病没され
たことが記されている)がおられたが，高橋氏と今泉氏
の聞に接点があったかどうかは不明である.今泉氏は残
念ながらクモに関する報文を残されていないので，愛媛
県のクモ研究の先駆者としての高橋氏の地位は不動であ
る.
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